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葉
ニ
ン
ニ
ク
早
め
に
お
届
け

葉
ニ
ン
ニ
ク
研
究
会
の
諸
星
一
雄

会
長
が
、
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫
期
間

を
拡
大
し
よ
う
と
挑
戦
し
て
い
る
。

播
種
（
は
し
ゅ
）
の
時
期
を
早
め
、

例
年
よ
り
約
１
カ
月
早
い
２
日
か
ら

出
荷
を
開
始
。
じ
ば
さ
ん
ず
に
５
月

ま
で
出
荷
す
る
見
込
み
だ
。

５
日
に
は
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
畑
を
訪
れ
、
早
ま
き
時

の
管
理
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。
諸
星
会
長
は
結
果
を
会
員
と
共

有
し
、
会
全
体
で
長
期
出
荷
の
ノ
ウ

ハ
ウ
確
立
を
目
指
す
。
諸
星
会
長
は

「
葉
ニ
ン
ニ
ク
が
地
域
の
特
産
と
し

て
根
付
い
て
き
て
、
出
荷
を
待
つ
人

が
い
る
の
が
う
れ
し
い｣

と
話
し
た


は
だ
の
ふ
る
さ
と
大
使
を

務
め
る
、
俳
優
の
合
田
雅
吏

氏
が
「
演
じ
る
こ
と
は
生
き

る
こ
と
、
金
次
郎
を
生
き
た

日
々
〝
１
０
０
年
先
に
伝
え

た
い
報
徳
の
想
い
〟
」
と
題

し
て
講
演
。
映
画
「
二
宮
金

次
郎
」
で
演
じ
た
金
次
郎
像

か
ら
生
き
方
や
考
え
方
を
学

び
、
自
身
の
人
生
や
役
者
と

し
て
の
指
標
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

合
唱
や
舞
踊
の
披
露
の

他
、
市
立
東
中
学
校
の
生
徒

ら
が
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て

「
報
徳
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
テ

ー
マ
に
発
表
す
る
な
ど
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
大
会
を
盛

り
上
げ
た
。

っ
て
油
に
す
る
体
験
授
業
か

ら
、
報
徳
の
教
え
を
学
ん
だ

こ
と
を
報
告
。
二
宮
尊
徳
や

秦
野
葉
タ
バ
コ
の
祖
、
草
山

貞
胤(

さ
だ
た
ね)

の
功
績
ま

で
学
習
内
容
を
発
展
さ
せ
、

研
究
し
た
成
果
を
発
表
し

た
。

回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
秦
野

市
大
会
に
参
加
し
た
。
組
合

員
基
礎
講
座
組
合
員
講
座


専
修
講
座
の
三
つ
の
講
座
受

講
者
が
、
同
じ
テ
ー
マ
で
学

ぶ
共
通
講
義
と
し
て
受
講
。

小
・
中
学
生
の
発
表
や
講
演

を
通
じ
て
、
報
徳
へ
の
理
解

や
関
心
を
深
め
た
。

秦
野
市
で
の
開
催
は
、
２

０
１
３
年
以
来
で
２
回
目
。

全
国
各
地
か
ら
関
係
者
約
１

２
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
市
立
南

小
学
校
の
児
童
が
菜
種
を
搾

協
同
組
合
講
座
受
講
者
は

１
日
、
メ
タ
ッ
ク
ス
体
育
館

は
だ
の
で
開
催
さ
れ
た
第


各
類
の
最
優
秀
賞
の
入
賞

者
は
次
の
通
り
。

▽
神
奈
川
県
知
事
賞
＝
山

口
孝
嘉
・
キ
ャ
ベ
ツ(

横
野)

▽
神
奈
川
県
湘
南
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
＝

冨
田
茂
靖･

シ
ク
ラ
メ
ン(

平

沢
）▽

秦
野
市
長
賞
＝
北
村
晶

子
・
み
そ
（
大
豆
）(

戸
川)

▽
秦
野
市
議
会
議
長
賞
＝

尾
澤
健
一
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
（
南
矢
名
）

▽
秦
野
市
農
業
委
員
会
会

長
賞
＝
谷
政
雄
・
サ
ツ
マ
イ

モ
（
千
村
）

▽
相
州
落
花
生
協
議
会
会

長
賞
＝
山
岸
勉･

落
花
生(

寺

山
）

や
花
卉
（
か
き
）
、
農
産
加

工
品
な
ど
を
出
品
し
、
昨
年

よ
り

点
多
い
合
計
２
２
３

点
が
集
ま
っ
た
。


日
に
は
、
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
職
員
や
料
理
教
室

講
師
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ら
が
部
門
ご
と
に
審

査
。
外
観
や
品
質
の
他
、
加

工
品
は
食
味
も
チ
ェ
ッ
ク
し

た
一
般
公
開
さ
れ
た
後
じ

ば
さ
ん
ず
敷
地
内
の
特
設
ブ

ー
ス
で
出
品
物
を
即
売
。
良

質
な
農
産
物
を
求
め
る
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。


日
の
表
彰
式
で
は
、
出

席
し
た
入
賞
者
に
宮
永
均
実

行
委
員
会
会
長
ら
が
表
彰
状

を
手
渡
し
た
。


回
秦
野
市
農
産
物
品
評
会

を
開
い
た
。
市
内
の
生
産
者

が
、
丹
精
し
て
育
て
た
野
菜

秦
野
市
農
産
物
品
評
会
実

行
委
員
会
は

～

の
３
日

間
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
本
所
で
第

売
。
赤
や
ピ
ン
ク
、
八
重
咲
き
や
フ
リ
ン

ジ
、
大
き
い
鉢
や
寄
せ
植
え
に
で
き
る
も

の
な
ど
が
並
び
ま

す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
ご
自
宅
用
に
、
ぜ
ひ
秦
野
の
シ
ク
ラ
メ

ン
を
。
ご
来
店
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

じ
ば
さ
ん
ず
は

月
６
日
（
土
）
７
日

（
日
）
の
２
日
間
、
シ
ク
ラ
メ
ン
ま
つ
り

を
開
き
ま
す
。
市

内
の
生
産
者
が
育

て
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ク
ラ
メ
ン
を
ご
用

意
し
ま
す
。
一
部
商
品
は

％
引
き
で
販

を
紹
介
②
北
矢
名
の
宮
村

真
樹
さ
ん
が
実
践
す
る
鳥

獣
対
策
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
③
三
浦
義
政
さ
ん

が
営
む
鈴
張
町
の
中
華
料

理
店
「
北
京
館
」
で
ジ
ビ

エ
料
理
を
試
食
④
じ
ば
さ

ん
ず
で
販
売
中
の
鹿
肉
１

０
０
％
生
ハ
ン
バ
ー
グ
の

こ
だ
わ
り
を
調
査
（
放
送

の
順
序
は
未
定
）
。

け
し
ま
す
。
旬
菜
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
の
坂
井
美
萌
々
さ

ん
が
、
鳥
獣
対
策
と
ジ
ビ

エ
を
テ
ー
マ
に
リ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
再
放
送
は

月


日
（
月)

午
前

時
か
ら


①
は
だ
の
都
市
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み


月

日
（
日
）
午
前

９
時
放
送
の
ｔ
ｖ
ｋ
「
か

な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ｣

は｢

農

家
を
守
れ
！

は
だ
の
ハ
ン

タ
ー
ズ
」
と

題
し
て
、
Ｊ

Ａ
は
だ
の
管

内
か
ら
お
届

女
性
部
は
生
活
に
身
近
な
活
動
で
、
世
代
を

超
え
た
交
流
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
。
活
動

中
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取

り
部
員
相
互
や
参
加
者
と
の
親
睦
を
深
め
る


今月の特集
４～５面

料
理
な
ど
親
睦
深
め
る
女
性
部

葉ニンニクの生育を確認する諸星会長㊧とセンター職員


月
に
シ
ク
ラ
メ
ン
ま
つ
り

鳥
獣
対
策
や
ジ
ビ
エ
紹
介

月


日

223点農産物品評会に223点農産物品評会に223点
即売も人気集める

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

講
座
受
講
者
が
理
解
深
め
る

受講者が参加した報徳サミット

表彰式に出席した受賞者ら

Ｊ Ａ は だ の 第号（） 年(令和７年)月日(水曜日) (://-/)
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勢
の
人
が
訪
れ
る
市
民
の
日

は
、
秦
野
の
花
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
絶
好
の
機
会
。
部
員
が
栽

培
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
見

て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

部
会
は
、
秦
野
産
の
花
の

魅
力
を
広
く
伝
え
よ
う
と
、


月
３
日
を｢

花
の
日｣

と
定

め
て
展
示
し
て
い
る

展
示

作
業
に
は
部
会
を
構
成
す
る

露
地
部

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

部

バ
ラ
部

鉢
物
部

一
般

切
花
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
や

そ
の
家
族
ら

人
が
協
力


バ
ラ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ン
ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
の
切
り
花

約
２
５
０
本
を
大
型
の
花
台

に
飾
り
付
け
た
他
、
ポ
イ
ン

セ
チ
ア
や
寄
せ
植
え
の
プ
ラ

ン
タ
ー
を
配
置
し
た
。

節
田
雅
洋
部
会
長
は
「
大

花
き
部
会
は
１
日
、
メ
タ

ッ
ク
ス
体
育
館
は
だ
の
で
部

会
員
が
生
産
し
た
花
を
装
飾

し
た
。
「
食
と
農
の
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
」
の
一
環
。
５

日
ま
で
展
示
し
、
体
育
館
利

用
者
を
は
じ
め｢

市
民
の
日｣

の
来
場
者
な
ど
、
多
く
の
地

域
住
民
に
秦
野
の
花
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

解
決
す
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
た
。

い
る
。
秦
野
の
農
業
の
発
展

の
た
め
、
少
し
で
も
課
題
が

計

人
が
出
席
し
た
。
経
営

士
は
、
飼
料
価
格
高
騰
に
対

す
る
引
き
続
き
の
支
援
を
要

望
し
た
他
、
農
家
の
高
齢
化

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。
新

規
就
農
者
へ
農
地
を
貸
し
出

す
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
の
実
現

に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

伊
藤
章
会
長
は
「
年
に
１

度
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の

場
を
設
け
る
こ
と
で
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
り
、
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は


月

日
、
本
所
で
農
政
懇

談
会
を
開
い
た
。
農
業
が
抱

え
る
課
題
を
共
有
し
、
地
域

農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
狙
い
。
地
域
農
業
の
中

核
を
担
う
経
営
士
が
、
高
橋

昌
和
市
長
や
農
業
関
係
団
体

の
職
員
ら
と
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
た
。

懇
親
会
に
は
会
員
や
名
誉

会
員
、
新
規
就
農
者
の
他
、

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
県

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
市
、

市
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
か
ら

て

束
を
調
べ
、

月
に
セ

ン
タ
ー
か
ら
詳
し
い
結
果
が

報
告
さ
れ
る
予
定
だ
。

を
調
査
。
わ
ら
や
も
み
の
重

さ
も
測
定
し
た
。
結
果
比
較

用
の
「
は
る
み
」
も
合
わ
せ

力
。
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
て
、
生
育
の

調
査
を
進
め
て
き
た
。
収
穫

後
の
結
果
も
調
べ
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
は
だ
の
か
ら
は

束
を

持
ち
込
ん
だ
。

調
査
は
、
セ
ン
タ
ー
や
各

Ｊ
Ａ
の
職
員

人
が
協
力
し

て
分
担
し
た
。
脱
穀
や
も
み

す
り
を
し
た
後
、
ふ
る
い
に

か
け
て
、
玄
米
の
重
量
な
ど

と
い
わ
れ
て
い
る
。
県
内
Ｊ

Ａ
で
来
年
度
か
ら
導
入
を
進

め
、
水
稲
う
る
ち
米
の
県
奨

励
品
種
に
も
追
加
さ
れ
る
予

定
だ
。

市
内
で
は
今
年
度
、
２
戸

の
生
産
者
が
試
験
栽
培
に
協

に
導
入
し
て
い
る
産
地
で

は
、
収
量
性
も
期
待
で
き
る

品
種
。
従
来
の
品
種
に
比
べ

て
高
温
耐
性
が
あ
り
、
す
で

「
に
じ
の
き
ら
め
き｣

は


農
研
機
構
が
開
発
し
た
水
稲

◎
抑
制
ト
マ
ト
の
部
▽
優

秀
賞
＝
田
中
和
幸(

上
大
槻)

▽
優
良
賞
＝
村
上
茂
（
堀
山

下
）
▽
佳
良
賞
＝
今
井
新
一

（
室
町
）
澤
村
一
雄(

鶴
巻)

◎
抑
制
キ
ュ
ウ
リ
の
部
▽

優
秀
賞
＝
小
島
晴
夫
（
上
大

槻
）
▽
優
良
賞
＝
今
井
新
一

（
室
町
）
▽
佳
良
賞
＝
澤
村

一
雄
（
鶴
巻
）◇

花
き
部
会
鉢
物
部
は
７

日
、
市
内
圃
場
を
巡
回
し
て

シ
ク
ラ
メ
ン
立
毛
共
進
会
を

開
い
た
。
審
査
の
結
果
は
次

の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
冨
田
茂
靖

（
平
沢
）

一
・
大
津
（
南
矢
名
）

◇

果
樹
部
会
茶
業
部
は
４

日
、
市
内
圃
場
を
巡
回
し
て

茶
園
共
進
会
を
開
い
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
山
口
勇
（
菩

提
）
古
谷
孝
行
（
菩
提
）
▽

優
良
賞
＝
柏
木
元
樹(

横
野)

山
岸
勉
（
寺
山
）
高
梨
福
太

郎
（
菩
提
）
▽
佳
良
賞
＝
岩

田
貢
（
堀
西)

熊
澤
義
行(

柳

川
）

◇

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
６

日
、
市
内
圃
場
を
巡
回
し
て

立
毛
共
進
会
を
開
い
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
加
藤
ト
キ
子

・
青
島
（
平
沢
）
尾
澤
健
一

・
青
島
（
南
矢
名
）
▽
優
良

賞
＝
諸
星
進
一
・
大
津
（
渋

沢
）
尾
澤
誠
一
・
青
島
（
南

矢
名
）
中
村
誠
治･

大
津(

曽

屋
）
▽
佳
良
賞
＝
尾
澤
健
一

・
大
津
（
南
矢
名
）
山
岸
勉

・
大
津
（
寺
山
）
飯
田
敏
一

・
青
島
（
今
泉
）
宮
村
真
樹

・
藤
中
（
北
矢
名
）
志
村
博

・
大
津
（
南
矢
名
）
須
藤
良

一
・
大
津
（
菖
蒲
）
小
澤
喜

果
樹
部
会
柑
橘
部
は

月


日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
巡
回
し
、
優
良
系
統

園
管
理
共
進
会
を
開
い
た
。

▼
病
害
虫
防
除

収
穫
後
か
ら
１
月
中
旬
ま

で
は
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
と

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
防
除
適
期

で
す
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
発

生
園
は
、
マ
シ
ン
油
乳
剤
を

高
い
濃
度
で
散
布
で
き
る
こ

の
時
期
に
必
ず
防
除
し
ま
し

ょ
う
。
中
晩
か
ん
栽
培
園
な

ど
、
こ
の
時
期
に
散
布
で
き

な
い
場
合
は
、
ミ
カ
ン
ハ
ダ

ニ
を
対
象
と
し
て
４
月
（
発

芽
後)

に
散
布
し
ま
し
ょ
う


マ
シ
ン
油
乳
剤
は
、
商
品
に

よ
っ
て
使
用
基
準
が
異
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
、
最
新
の

登
録
内
容
に
基
づ
い
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

耕
種
的
防
除
と
し
て
、
ミ

カ
ン
ナ
ガ
タ
マ
ム
シ
の
被
害

枝
・
枯
死
樹
は
、
必
ず
剪
除

・
伐
採
し
、
園
外
廃
棄
し
て

く
だ
さ
い
。
黒
点
病
の
感
染

源
で
あ
る
枯
れ
枝
や
、
そ
う

か
病
や
か
い
よ
う
病
の
罹
病

枝
も
剪
定
時
に
除
去
し
ま
し

ょ
う
。

（
曽
根
田
）

い
箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
翌

年
剪
除
し
ま
し
ょ
う
。

優
先
し
て
剪
除
す
る
枝
は

「
亜
主
枝
に
重
な
る
よ
う
な

不
要
な
太
枝
」
「
強
い
内
向

枝
」
「
強
い
立
ち
枝
」
「
下

垂
枝
」｢

間
延
び
し
た
側
枝｣

な
ど
で
す
。
主
枝
先
端
部
は

切
り
下
げ
、
外
か
ら
見
た
と

き
に
全
体
が
山
型
に
な
る
よ

う
に
剪
定
し
ま
す
。

か
ん
き
つ
は
他
の
果
樹
よ

り
も
、
切
り
口
か
ら
枯
れ
込

み
が
進
み
や
す
い
た
め
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
剪
定
す
る

際
は
分
岐
部
か
ら
切
り
、
切

り
口
よ
り
も
残
る
枝
の
方
が

太
く
な
る
よ
う
に
心
が
け
ま

す
。
切
り
口
に
は
塗
布
剤
を

処
理
し
ま
す
。
太
枝
を
い
き

な
り
剪
除
す
る
と
枯
れ
込
み

や
す
い
た
め
、
剪
除
し
た
い

太
枝
上
に
発
生
し
て
い
る
枝

の
う
ち
、
基
に
近
い
枝
を
全

て
剪
除
し
、
数
年
か
け
て
枝

勢
を
弱
ら
せ
て
か
ら
剪
除
し

ま
す
。

認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
間
伐

し
ま
す
。
密
植
状
態
は
日
当

た
り
や
風
通
し
が
悪
く
、
農

薬
も
か
か
り
に
く
い
た
め
、

収
量
・
品
質
の
低
下
や
病
害

虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
収
穫
な
ど
の
作
業
効
率

も
低
下
し
ま
す
。
人
が
余
裕

を
も
っ
て
通
れ
る
程
度
の
樹

間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

▼
基
本
樹
形

主
枝
３
本
、
主
枝
１
本
当

た
り
亜
主
枝
２
本
の
、
開
心

自
然
形
が
基
本
樹
形
で
す
。

作
業
効
率
や
安
全
性
を
考
慮

し
、
樹
高
は
３
～
３
・
５
㍍

以
下
に
管
理
し
ま
す
。

▼
剪
定

か
ん
き
つ
の
剪
定
は
「
切

り
す
ぎ
な
い
」
こ
と
が
重
要

で
す
。
常
緑
果
樹
で
あ
る
か

ん
き
つ
は
、
主
に
葉
に
貯
蔵

養
分
を
蓄
え
て
い
て
、
極
端

な
葉
の
減
少
は
樹
勢
の
低
下

に
つ
な
が
り
ま
す
。
剪
定
量

は
樹
全
体
の
葉
の
２
割
以
下

と
し
、
そ
れ
以
上
剪
除
し
た

か
ん
き
つ
の

剪
定
に
つ
い
て

▼
実
施
時
期

収
穫
後
か
ら
、
発
芽
が
始

ま
る
４
月
上
旬
ま
で
に
、
厳

冬
期
を
避
け
て
行
い
ま
し
ょ

う
。▼

間
伐

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
の
前

に
、
ま
ず
樹
間
が
適
正
か
確

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月

日
、
平
塚
市
の
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
、
県
内
で
導
入
予

定
の
水
稲
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
の
収
量
・
品
質
調
査
に
参
加
し
た
。
県
内
各
地
で
の

収
量
や
玄
米
の
品
質
を
調
べ
る
こ
と
が
目
的
。
Ｊ
Ａ
湘
南
、
Ｊ
Ａ
さ
が
み
と
共
同
で
、

刈
り
取
っ
た
稲
穂
を
持
ち
寄
っ
て
玄
米
に
し
、
水
分
量
や
重
量
な
ど
を
調
べ
た
。

ＪＡグリーンはだのは、月６日

（土）～日（日）、種子などを除く

生産資材を３％引きで販売します。

※月９日

（火）は定

休日です。

お問い合

わせはＪＡ

グリーンは

だのまで。

☎－7719

秦
野
産
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
を
脱
穀
す
る
セ
ン
タ
ー
職
員
㊧
と
Ｊ
Ａ
職
員

にじのきらめき調査にじのきらめき調査
３ＪＡが持ち寄り

花き部会

秦
野
の
花
の
魅
力

体
育
館
で
展
示
Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

生産資材３％オフ

多様な生産資材がお買い得

高
温
耐
性

水
稲
品
種

収
量
や
品
質
を
確
認

農
業
振
興
へ
課
題
共
有

経
営
士
会
が

市
長
ら
と
懇
談

活発に意見を交わした懇談会

花を装飾した部会員

Ｊ Ａ は だ の第号 営　農 年(令和７年)月日(水曜日) （）



俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
次
世
代
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
市

内
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
を
対
象
に
「
書
道
・
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
い

て
い
ま
す
。

今
月
は
、
書
道
・
図
画
の
秦
野
市
農
業
協
同
組
合
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
９
点
の
他
、

秦
野
市
長
賞
と
秦
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

書
道
と
図
画
の
入
賞
作
品
の
一
部
は
、
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
と
の
作
品

交
換
と
し
て
各
国
へ
届
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
児
童
の
作
品
が
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
架

け
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
書
道

条
幅
の
部

積
山

つ
み
や
ま

岬
み
さ
き

（
北
小
学
校
３
年
）

梶
原

か
じ
は
ら

千
鈴

ち

す

ず

（
堀
川
小
学
校
４
年
）

鈴
木

す

ず

き

や
よ
い
（
南
中
学
校
２
年
）

◆
図
画

青
野

あ

お

の

咲
桜

さ

ら

（
本
町
小
学
校
３
年
）

佐
藤

さ

と

う

澄
春

す

ば

る

（
末
広
小
学
校
６
年
）

渡
邊

わ
た
な
べ

美
莉
愛

み

り

あ

（
鶴
巻
中
学
校
２
年
）

◆
書
道

半
紙
の
部

高
橋

た
か
は
し

莉
央
奈

り

お

な

（
南
小
学
校
２
年
）

荒
井

あ

ら

い

瑛
太

え

い

た

（
鶴
巻
小
学
校
５
年
）

杉
浦

す
ぎ
う
ら

佑
奈

ゆ

う

な

（
北
中
学
校
１
年
）

◆
書
道

条
幅
の
部

山
下

や
ま
し
た

真
侑
花

ま

ゆ

か

（
堀
川
小
学
校
３
年
）

星
野

ほ

し

の

香
音

か

の

ん

（
北
小
学
校
６
年
）

山
田

や

ま

だ

奈
々
希

な

な

き

（
西
中
学
校
１
年
）

◆
図
画

諸
星

も
ろ
ほ
し

慧
け
い

（
北
小
学
校
２
年
）

椎
野

し

い

の

友
彩

ゆ

あ

（
西
小
学
校
６
年
）

篠
原

し
の
は
ら

永
茉

え

ま

（
東
中
学
校
３
年
）

◆
書
道

半
紙
の
部

木
野
本

き

の

も

と

莉
里

り

り

（
南
小
学
校
１
年
）

石
川

い
し
か
わ

梨
紗

り

さ

（
末
広
小
学
校
６
年
）

筑
井

ち

く

い

咲
希

さ

き

（
南
中
学
校
３
年
）

本
町
小
学
校
２
年熊

澤

く

ま

ざ

わ

輝
し

ょ

う

北
小
学
校
３
年

牟
豊

む

れ

千
穂

ち

ほ

(

台
湾･

梧
棲
區
農
會
理
事
長
賞)

渋
沢
小
学
校
４
年

松
崎

ま

つ

ざ

き

愛
子

あ

い

こ

(

韓
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞)

北
中
学
校
２
年

小
山
田

お

や

ま

だ

心
音

こ

こ

ね

北
小
学
校
５
年

三
塚

み

つ

づ

か

心
蒔

こ

ま

き

本
町
中
学
校
３
年

熊
澤

く

ま

ざ

わ

巧
た

く

み

(

台
湾･

中
華
民
國
農
會
理
事
長
賞)

果物カゴ ズッキーニも採れたよ おいしいそうめんかぼちゃがとれました

書道 半紙の部書道 半紙の部

秦
野
市
教
育
委
員
会

教
育
長
賞

秦
野
市
教
育
委
員
会

教
育
長
賞

秦野市農業協同組合長賞秦野市農業協同組合長賞2025年度書道･図画
作 文コンクール 秦野市農業協同組合長賞

秦
野
市
長
賞

秦
野
市
長
賞

北中学校３年

稲穂
い な ほ

紗代
さ よ

(韓国･ＮＨ農協銀行坡州市支部長賞)

北小学校４年

稲穂
い な ほ

文志
ふ み ゆ き

堀川小学校２年

大竹
お お た け

永真
え ま

(韓国･知道農業協同組合長賞)

書道 条幅の部書道 条幅の部

図 画図 画

Ｊ Ａ は だ の 作品紹介 第号（） 年(令和７年)月日(水曜日)
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

し
、
自
家
製
で
食
べ
る
な
ど

古
く
か
ら
そ
ば
に
親
し
み
の

あ
る
暮
ら
し
を
し
て
き
た
こ

と
な
ど
を
伝
え
た
さ
ら
に


同
組
合
の
ソ
バ
の
生
産
状
況

や
、
畑
の
ソ
バ
の
実
を
見
せ

な
が
ら
生
育
過
程
も
説
明
し

た
。参

加
者
は
、
秦
野
在
来
種

の
ソ
バ
を
鎌
で
刈
り
取
る
作

業
を
体
験
し
た
後
、
桐
山
組

合
長
が
今
年
発
売
し
た
乾
麺

「
秦
野
産
十
割
そ
ば
」
を
持

ち
帰
っ
た
。

た
。
は
だ
の

農
業
満
喫
Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
一

環
で
、
ふ
る

さ
と
秦
野
そ

ば
組
合
の
桐

山
清
組
合
長

が
協
力
し
、
初
め
て
開
催
。

参
加
者
７
人
に
、
収
穫
の
場

を
提
供
し
た
。

作
業
前
に
桐
山
組
合
長

が
、
市
内
の
ソ
バ
の
歴
史
を

紹
介
。
葉
タ
バ
コ
の
裏
作
と

し
て
多
く
の
農
家
が
栽
培

初
の
ソ
バ
体
験
会

は
だ
の
農
業

満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
１
日
、
菩
提
で
ソ

バ
の
収
穫
体
験
会
を
開
い

女
性
会
員
が
研
修

互
い
に
親
睦
深
め

資
産
運
用
部
会

資
産
運
用
部
会
は

月


日
、
女
性
研
修
会
を
開
き
、

東
京
都
を
訪
れ
た
。
部
会
に

所
属
す
る
女
性
同
士
の
親
睦

を
深
め
よ
う
と
企
画
。
豊
洲

に
あ
る
住
宅
展
示
場
で
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
特
徴
を
学
ん
だ

他
、
浅
草
の
寄
席
を
訪

れ
た
。

参
加
者

人
は
、
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ
豊

洲
ま
ち
な
み
公
園
の
住

宅
展
示
場
を
視
察
。
場

内
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を

見
学
し
な
が
ら
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
社
員
か
ら

各
住
宅
の
特
徴
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
で

昼
食
を
取
り
な
が
ら
落

語
を
聞
い
た
後
、
浅
草

寺
や
浅
草
仲
見
世
通
り

を
散
策
し
、
部
会
員
同

士
で
交
流
し
た
。

を
開
催
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
。

和
田
さ
ん
は
「
地
域
の
人

た
ち
と
協
力
し
て
、
２
年
連

続
で
楽
し
い
秋
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
。

か
か
し
を
見
に
来
た
人
が
、

上
地
区
の
魅
力
に
気
付
き
定

住
し
た
り
遊
び
に
来
た
り
す

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
だ
。

結
成
し
た
。
復
活
後
２
年
目

と
な
る
今
回
は
市
立
上
幼
稚

園
や
市
立
上
小
学
校
の

他
、
Ｊ
Ａ
上
支
所
な
ど


団
体
が
出
品
。
竹
を

編
ん
で
捕
獲
お
り
の
形

に
仕
上
げ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
作
品
や
、
歴
史
上
の

人
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
物
な
ど
が
並
ん
だ
。

柳
川
児
童
館
が
、
地
域

を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
バ
ス
の
バ
ス
停
を
特

別
に
飾
り
付
け
た
他
、


、

日
に
は
会
場
内

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

和
田
稔
さ
ん
ら
が
、
昨
年
か

か
し
ま
つ
り
実
行
委
員
会
を

び
、
地
域
内
外
か
ら
注
目
を

集
め
た
。

上
地
区
青
少
年
育
成
部
会

の
役
員
会
で
、
地
元
農
家
の

を
受
け
て
、

年
ぶ
り
に
復

活
。
稲
の
刈
り
取
り
が
終
わ

っ
た
田
ん
ぼ
に
、
個
性
あ
ふ

れ
る
手
作
り
の
か
か
し
が
並

上
地
区
か
か
し
ま
つ
り
が

９
日
か
ら

日
ま
で
、
柳
川

の
生
き
物
の
里
周
辺
で
開
か

れ
た
。
昨
年
、
地
域
の
要
望

プ
を
手
に
、
の
ど
か
な
田
園

風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
好
み

の
野
菜
が
あ
る
農
園
ま
で
歩

い
た
。
各
農
園
で
は
、
農
家

ら
か
ら
収
穫
方
法
や
お
薦
め

の
食
べ
方
な
ど
を
教
わ
り
交

流
し
た
。

今
年
は
エ
リ
ア
を
広
げ
、
約

５
㌔
を
コ
ー
ス
と
し
て
準

備
八
つ
の
農
園
が
協
力
し


サ
ツ
マ
イ
モ
や
ダ
イ
コ
ン
な

ど

品
目
を
用
意
し
た
。

参
加
者

組
１
３
９
人

は
、
配
布
さ
れ
た
農
園
マ
ッ

農
園
ハ
イ
ク
は
、
参
加
者

が
ス
タ
ー
ト
時
に
１
セ
ッ
ト

３
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
を
１
０
０

０
円
で
購
入
。
ハ
イ
キ
ン
グ

し
な
が
ら
各
農
園
で
チ
ケ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
欲
し
い
品
目

を
収
穫
で
き
る
仕
組
み
だ
。

と
２
０
２
３
年
か
ら
実
施


家
族
連
れ
を
中
心
に
幅
広
い

世
代
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
新

鮮
な
野
菜
の
収
穫
を
満
喫
し

た
。

東
地
区
農
産
物
直
売
研
究

会
は
８
日
「
東
地
区
農
園
ハ

イ
ク
」
を
開
催
し
た
。
観
光

農
業
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

は
気
象
条
件
が
厳
し
く
、
栽

培
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。

仲
間
が
心
を
込
め
て
仕
上
げ

た
菊
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
だ
。

ど
管
理
を
徹
底
し
て
き
た


審
査
の
結
果
、
千
村
の
石
井

利
雄
さ
ん
の
育
て
た
盆
養
管

物
「
彩
胡
花
笛
」
が
最
優
等

の
組
合
長
賞
に
輝
い
た
。

岡
部
照
之
会
長
は
「
今
年

高
か
っ
た
た
め
、
開
花
に
遅

れ
が
見
ら
れ
た
。
会
員
は
定

植
や
輪
台
の
設
置
な
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
講
習
会
を
開
い

た
他
、
会
員
宅
を
巡
回
し
栽

培
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な

内
で
菊
花
展
を
開
い
た
。
会

員
が
、
丹
精
し
て
育
て
た
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の

菊
を
出
品
。
色
鮮

や
か
な
大
輪
の
花

は
、
多
く
の
来
店

者
の
注
目
を
集
め

た
。会

場
に
並
ん
だ

菊
は
「
盆
養
」
や

「
だ
る
ま
」
「
福

助
」
に
仕
立
て
た

大
菊
や
、
色
と
り

ど
り
の
ス
プ
レ
ー

な
ど
合
計

点
。

今
年
は
記
録
的
な

猛
暑
で
、

月
ご

ろ
ま
で
の
気
温
が

菊
花
会
は
４
日
か
ら
９
日

ま
で
、
じ
ば
さ
ん
ず
の
敷
地

継
続
し
て
開
催
し
、
組
合
員

の
健
康
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
だ
。

２生産組合

健
康
教
室
で

ス
ト
レ
ッ
チ

五
十
肩
に
対
処

新
田
町
、
臼
井
戸
町
の
両

生
産
組
合
は

月

日
、
臼

井
戸
公
民
館
で
健
康
教
室
を

開
い
た
。
生
産
組
合
の
活
動

活
性
化
助
成
を
活
用
。
組
合

員
ら

人
が
、
五
十
肩
と
も

呼
ば
れ
る
肩
関
節
周
囲
炎
の

原
因
や
対
処
法
を
学
ん
だ
。

伊
勢
原
協
同
病
院
の
作
業

療
法
士
が
、
肩
関
節
の
構
造

や
痛
む
原
因
を
説
明
し
た
。

参
加
者
は
、
長
時
間
同
じ
姿

勢
で
作
業
し
な
い
こ
と
や
、

肩
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
な

ど
、
予
防
方
法
を
学
習
。
ス

ト
レ
ッ
チ
も
予
防
に
効
果
が

あ
る
た
め
、
首
の
ス
ト
レ
ッ

チ
や
肩
関
節
を
伸
ば
す
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
た
＝
下

写
真
。

高
橋
徹
夫
生
産
組
合
長
は

「
准
組
合
員
が
多
い
地
域
な

の
で
、
健
康
教
室
を
重
要
な

活
動
に
位
置
付
け
て
い
る
。

励
ん
で
い
る
。

堀
山
下
で
「
大
倉
園
芸
」

を
営
む
北
村
昌
史
さ
ん
は
、

赤
や
ピ
ン
ク
、
紫
な
ど
色
と

り
ど
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン

品

種
を
栽
培

月
末
ま
で
に


県
内
の
市
場
や
じ
ば
さ
ん
ず

に
約
２
０
０
０
鉢
の
出
荷
を

見
込
む
。
週
末
に
は
同
園
前

で
も
直
売
し
、
人
気
を
集
め

て
い
る
。

花
の
状
態
を
見
極
め
て
水

や
り
す
る
他
、
遮
光
し
て
温

度
管
理
を
徹
底
す
る
な
ど
、

品
質
向
上
に
努
め
て
き
た
。

つ
ぼ
み
が
中
心
に
そ
ろ
う
よ

う
、
一
鉢
一
鉢
丁
寧
に
葉
組

み
を
行
い
、
品
質
の
良
い
シ

ク
ラ
メ
ン
を
出
荷
し
て
い

る
。北

村
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ

な
種
類
や
色
が
あ
る
の
で
、

お
気
に
入
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン

を
見
つ
け
て
ほ

し
い
。
贈
り
物

や
自
宅
で
の
観

賞
用
と
し
て
楽

し
ん
で
も
ら
え

た
ら
う
れ
し

い
」
と
に
っ
こ

り
。

シ
ク
ラ
メ
ン

出
荷
が
盛
ん

色
と
り
ど
り

品
種

県
内
有
数
の
花
の
産
地
で

あ
る
秦
野
市
で
、
シ
ク
ラ
メ

ン
の
出
荷
が
盛
ん
だ
。
花
き

部
会
鉢
物
部
の
部
員
ら
は
、

丹
精
し
て
育
て
た
良
質
な
シ

ク
ラ
メ
ン
を
消
費
者
に
届
け

よ
う
と
、
連
日
出
荷
作
業
に

戸
川
の
―
植
木

う

え

き

政
光

ま

さ

み

つ

さ
ん(

)

№508戸
川
在
住
の
植
木
政
光

さ
ん
は
、
県
職
員
と
し
て

福
祉
に
従
事
し
な
が
ら
、

独
学
で
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト

作
品
を
作
り
始
め
た
。


歳
の
時
に
秦
野
市
に
移

住
。
定
年
後
は
制
作
活
動

に
専
念
す
る
傍
ら
「
心
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
」
と
、
市
内
の
赤
十
字

病
院
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
き
た
。
現

在
は
、
精
力
的
に
作
品
を

展
示
会
に
出
品
し
、
数
々

の
賞
に
輝
く
他
、
市
内
の

公
民
館
な
ど
に
も
展
示
す

る
。


秦
野
に
移
住
し
た

理
由
は
？

秦
野
の
自
然
と
空
気
が

子
育
て
に
向
い
て
い
る
と

思
い
、
移
住
し
ま
し
た
。

地
域
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」

や
「
ほ
た
る
の
宴
」
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
情
熱

的
な
先
輩
や
仲
間
た
ち
に

囲
ま
れ
て
、
の
び
の
び
と

制
作
活
動
に
打
ち
込
め
て

い
ま
す
。



ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト

の
良
さ
は
？

工
具
を
使
わ
ず
気
軽
に

作
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
細

い
ワ
イ
ヤ
ー
だ
け
で
物
語

を
作
れ
る
こ
と
に
魅
力
を

感
じ
ま
す
。
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
作
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。



心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

「
人
生
は
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
に｣

を
モ
ッ
ト
ー
に


い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
格
好
良
く
生
き
て
い

き
た
い
で
す
。



今
後
の
展
望
は
？

夢
は
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト

作
品
で
世
界
を
目
指
す
こ

と
で
す
。
良
い
作
品
を
作

り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
私

自
身
は
脇
役
な
の
で
、
作

品
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
な
が
ら
歩
ん
で
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

独学でワイヤーアート

東
地
区

農園ハイクで
地域盛り上げ

約５㌔にエリア広げ

リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
収
穫
す
る
参
加
者

研修会に参加した会員ら

出
来
栄
え
を
確
認
す
る
会
員

か
か
し
ま
つ
り
２
年
目


団
体

が
出
品

丹
精
し
た
菊
楽
し
ん
で
じ
ば
さ
ん

ず
に
展
示

女
性
部
は
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
が


月

日
に
本
所
で
開
い
た

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
・
家
の
光
ク
ッ

キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
に
積
極
的

に
協
力
し
た
。
参
加
し
た

人

の
女
性
部
員
ら
が
、
秦
野
の
伝

統
料
理
と
青
パ
パ
イ
ヤ
を
使
っ

た
韓
国
料
理
の
作
り
方
を
学
ん

だ
。今

回
は
「
ふ
る
さ
と
の
味
伝

承
」
と
「
韓
国
精
進
料
理
の
健

康
力
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
地

場
産
農
産
物
を
中
心
に
使
っ
た

料
理
を
学
び
、
食
や
農
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
だ
。
女
性
部
料
理
サ
ポ
ー
タ

ー
の
向
原
洋
子
さ
ん
と
北
村
順

子
さ
ん
が
、
青
パ
パ
イ
ヤ
の
下

処
理
の
仕
方
と
太
巻
き
ず
し
の

作
り
方
を
実
演
し
た
。
ま
た
、

韓
国
伝
統
料
理
研
究
家
の
羅
順

子
さ
ん
が
、
青
パ
パ
イ
ヤ
の
チ

ヂ
ミ
や
炊
き
込
み
ご
飯
、
キ
ュ

ウ
リ
の
キ
ム
チ
の
作
り
方
を
紹

介
し
た
。

向
原
さ
ん
は
、
青
パ
パ
イ
ヤ

の
切
り
方
や
あ
く
抜
き
、
保
存

方
法
な
ど
を
指
導
。
青
パ
パ
イ

ヤ
が
栄
養
価
の
高
い
ス
ー
パ
ー

フ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
北
村
さ
ん
は
太
巻
き
ず
し

の
巻
き
方
を
実
演
。
ひ
な
祭
り

な
ど
の
季
節
行
事
の
時
に
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
女
性
部
料
理
サ
ポ

ー
タ
ー
が
事
前
に
準
備
し
た
５

種
の
料
理
を
、
参
加
者
に
試
食

と
し
て
提
供
。
秦
野
の
伝
統
料

理
と
青
パ
パ
イ
ヤ
を
使
っ
た
韓

国
料
理
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
羅
先
生
の

話
が
楽
し
く
作
り
方
も
分
か
り

や
す
か
っ
た
」
「
太
巻
き
ず
し

の
見
た
目
が
良
く
お
い
し
か
っ

た
」
な
ど
と
好
評
を
博
し
た
。

女
性
部
は
７
日
本
所
で｢

ふ

る
さ
と
料
理
教
室｣

を
開
い
た


若
い
世
代
に
地
域
伝
統
の
料
理

や
手
作
り
お
や
つ
を
伝
え
よ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
。
市

立
み
ど
り
こ
ど
も
園
の
園
児
の

保
護
者
に
、
厚
焼
き
卵
を
巻
い

た
太
巻
き
ず
し
の
作
り
方
を
指

導
し
た
。

教
室
は
、
市
内
の
幼
稚
園
や

こ
ど
も
園
の
園
児
の
保
護
者
を

対
象
に
、
２
０
０
４
年
か
ら
開

催
す
る
。
今
年
は
メ
ニ
ュ
ー
に

手
打
ち
そ
ば
・
太
巻
き
ず
し
・

蒸
し
ま
ん
じ
ゅ
う

の
３
種
類
を
用
意

し
、
園
ご
と
に
選

択
で
き
る
仕
組
み

だ
。参

加
者
７
人

は
、
厚
焼
き
卵
の

焼
き
加
減
や
、
巻

き
簾
（
す
）
で
具

材
を
包
み
込
み
な

が
ら
巻
く
こ
つ
な

ど
を
学
ん
だ
。
部

員
は
、
自
宅
で
手

軽
に
太
巻
き
ず
し

作
り
に
挑
戦
し
て

も
ら
え
る
よ
う
工

夫
。
家
庭
に
あ
る
フ
ラ
イ
パ
ン

で
厚
焼
き
卵
を
作
る
方
法
を
紹

介
し
た
他
、
教
室
用
の
レ
シ
ピ

と
は
別
に
、
麺
つ
ゆ
を
使
っ
て

簡
単
に
具
材
を
煮
る
レ
シ
ピ
を

用
意
し
た
。

参
加
者
の
四
家
真
由
美
さ
ん

は｢

厚
焼
き
卵
が
ふ
わ
ふ
わ
で


子
ど
も
が
喜
び
そ
う
な
レ
シ
ピ

だ
っ
た
。
思
っ
た
よ
り
も
簡
単

に
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

石
井
理
代
部
長
は
「
新
し
い

調
理
方
法
や
レ
シ
ピ
を
取
り
入

れ
た
こ
と
で
、
家
で
挑
戦
し
て

み
た
い
と
言
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
い
。
若
い
世
代
に
女
性
部

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

女
性
部
は

月

日
、
本
所

で
フ
レ
ミ
ズ
講
座
を
開
い
た
。

地
域
の
食
文
化
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
今
回
は
そ
ば
打
ち
教

室
を
企
画
。
受
講
者
は
部
員
に

習
い
な
が
ら
、
そ
ば
の
手
打
ち

に
挑
戦
し
た
。

受
講
者

人
は
、
部
員
の
実

演
を
見
な
が
ら
こ
つ
や
ポ
イ
ン

ト
を
教
わ
っ
た
後
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
作
業
。
生
地
の

こ
ね
方
や
包
丁
の
使
い
方
な
ど

を
確
認
し
合
い
、
協
力
し
て
そ

ば
を
打
っ
た
。
部
員
は
、
秦
野

で
ソ
バ
が
栽

培
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た

背
景
な
ど
、

地
域
の
食
や

農
業
に
つ
い

て

も

伝

え

た
。
打
ち
た

て

の

そ

ば

は
、
タ
マ
ネ

ギ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
を
使
っ

た
部
員
手
作

り
の
か
き
揚

げ
と
一
緒
に
味
わ
い
、
世
代
を

超
え
て
交
流
し
た
。

フ
レ
ミ
ズ
講
座
は
若
い
世
代

の
部
員
を
対
象
に
、
地
域
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
仲
間
づ
く
り

の
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う

と
開
催
。
Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
げ
て

い
る
。
今
年
は
全
５
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
、
メ
イ
ク
レ
ッ
ス

ン
や
ア
ロ
マ
バ
ス
ボ
ム
作
り
な

ど
を
実
施
し
た
。
次
回
は
、


月
に
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
予
定

し
て
い
る
。

女
性
部
員

人
は

月

、


の
両
日
、
企
画
旅
行
で
千
葉

県
を
訪
れ
た
。
屏
風
ケ
浦
や
犬

吠
埼
灯
台
、
ヤ
マ
サ
醤
油
（
し

ょ
う
ゆ
）
工
場
な
ど
を
見
学
。

名
所
観
光
や
買
い
物
を
満
喫

し
、
部
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

た
。初

日
は
、
香
取
市
に
あ
る
香

取
神
宮
を
参
詣
し
た
後
、
銚
子

市
の
屏
風
ケ
浦
と
犬
吠
埼
海
岸

を
訪
れ
た
。
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
、
高
さ

～


㍍
の
海
食
崖
や
関
東
最
東
端
の

絶
景
を
観
賞
し
た
。
犬
吠
埼
灯

台
で
は
周
辺
を
散
策
し
た
り


地
域
の
特
産
品
な
ど
を
購
入
し

た
り
し
た
ホ
テ
ル
到
着
後
は


白
亜
紀
前
期
の
地
層
１
３
０
０

㍍
か
ら
湧
き
出
る
天
然
温
泉
を

満
喫
し
た
他
、
夕
食

を
囲
み
な
が
ら
部
員

の
結
束
を
強
め
た
。

２
日
目
は
、
ヤ
マ

サ
醤
油
工
場
を
訪

れ
、
製
造
工
程
を
動

画
で
学
ん
だ
。
そ
の

後
、
坂
東
三
十
三
観

音
の

番
目
の
札
所

で
あ
る
圓
福
寺
を
参

拝
。
現
地
ガ
イ
ド
か

ら
、
本
尊
の
飯
沼
観

音
や
寺
の
歴
史
に
つ

い
て
説
明
を
受
け

た
。参

加
者
は
「
自
然

が
作
り
出
し
た
美
し

い
景
色
を
見
ら
れ
て

感
動
し
た
。
他
支
部

の
部
員
と
も
ゆ
っ
く

り
話
す
こ
と
が
で
き

て
親
睦
が
深
ま
っ
た
」
と
感
想

を
話
し
た
。

女性部は、生活に身近な活動

を通して、世代を超えた地域の

交流や仲間づくりを進めてい

る。幅広い世代に地域の伝統料

理を伝える「ふるさとの味伝承

活動」に取り組む他、企画旅行

も。活動中は積極的にコミュニ

ケーションを取り、部員相互や

参加者との親睦を深める。

講師から調理方法を学んだ

そ
ば
生
地
の
切
り
方
の
こ
つ
を
指
導

暮
ら
し
に
身
近
な
活
動
活
発

交
流
深
め

学
ぶ
喜
び

部
員
か
ら
巻
き
方
を
学
ぶ
参
加
者
㊧

ク
ッ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
に
協
力

地
場
産
農
産
物
使
い

食
へ
の
関
心
高
め
る

フ
レ
ミ
ズ
講
座

部
員
が
実
演
し
講
習

そ
ば
手
打
ち
を
指
導

企
画
旅
行

千
葉
の
名
所
を
観
光

相
互
の
親
睦
深
め
る

屏風ケ浦で記念撮影

ふ
る
さ
と
料
理
教
室

伝
統
料
理
次
世
代
に

手
軽
な
レ
シ
ピ
工
夫

か
か
し
を
見
学
す
る
和
田
さ
ん
㊨
ら

北
村
さ
ん
の
育
て
た
シ
ク
ラ
メ
ン

ソバを刈り取る参加者

Ｊ Ａ は だ の 年(令和７年)月日(水曜日) （）第号 総　合（）
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の
簡
単
な
手
続
き
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
教

育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

４


分
～
午
後
５
時

◎
貸
し
出
し
・
返
却

図

書
室
に
あ
る
専
用
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け

に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
本
が

３
０
０
０
冊
以
上
並
ん
で
い

ま
す
。
家
の
光
協
会
出
版
の

新
刊
図
書
も
閲
覧
で
き
ま

す
。ど

な
た
で
も
入
室
で
き
ま

す
の
で
、
図
書
室
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
貸
し
出
し
日
数
・
冊
数

２
週
間
・
１
人
３
冊
ま
で

◎
開
室
日

月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

◎
開
室
時
間

午
前
８
時

０
７ど

う
ぞ
図
書
室
に

本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

３
階
の
図
書
室
に
は
、
農
業

を
は
じ
め
、
料
理
や
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
、
健
康
な
ど
、
生
活

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
通

勤
可
な
ど

ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
「
Ｓ
ｕ
ｎ

’ｓ

Ｇ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ
」
の
ス
タ

ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の
ま

で
。
☎

－
２
７
２
７

加
工
の
相
談
を

受

け

付

け

農
産
加
工
に
つ
い
て
、
県

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ

の
職
員
が
市
内
を
巡
回
し
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月
９
日(

火)

午
前

時
～
午
後
４
時

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
生
活
福
祉
課
ま
で
。

☎

－
７
６
６
１

じ
ば
さ
ん
ず

ス
タ
ッ
フ
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
は
、
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や

す
い
職
場
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

レ
ジ
・
品

出
し
な
ど

◎
時
給

１
２
３
０
円
～

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
６
時

※
時
間
内
で
シ
フ

ト
制◎

待
遇

社
会
保
険
完
備

れ
て
く
だ
さ
い
。
採
土
し
た

畑
や
水
田
の
地
番
の
他
、
氏

名
、
自
宅
住
所
も
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
結
果
報
告

２
月
中
旬

に
処
方
箋
を
付
け
て
郵
送
ま

た
は
手
渡
し
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

ぬ
い
ぐ
る
み･

人
形

供

養

し

ま

す

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

は
だ
の
が
「
ぬ
い
ぐ
る
み
・

人
形
供
養
祭｣

を
開
き
ま
す


大
切
に
し
て
い
た
人
の
思
い

が
宿
る
と
い
わ
れ
る
縫
い
ぐ

る
み
や
人
形
を
丁
寧
に
供
養

し
ま
す
。

◎
日
時


月
６
日(

土)

▽
受
け
付
け

午
前
８
時

～
同

時

▽
供
養
式

正
午
か
ら

◎
供
養
費

▽
縫
い
ぐ
る
み
ま
た
は
人

形
１
体

２
０
０
円

▽
段
ボ
ー
ル
１
箱

２
０

０
０
円

※
ガ
ラ
ス
製
・
陶
器
製
の

人
形
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
取

り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。
段

ボ
ー
ル
箱
は
持
ち
帰
り
に
ご

詳
し
い
内
容
や
お
問
い
合

わ
せ
は
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
☎

－
８
３
９
４

土
壌
診
断
利
用
を

畑
や
水
田
の
土
壌
を
分
析

し
、
適
切
な
施
肥
管
理
で
生

産
性
や
品
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
土
壌
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

◎
土
壌(

分
析
サ
ン
プ
ル)

の
提
出


月

日
（
土
）

ま
で
に
各
支
所
・
支
店
・
営

農
課
ま
た
は
組
合
員
訪
問
日

担
当
者
へ
提
出
。

◎
対
象
作
物

春
野
菜
、

そ
の
他

◎
分
析
・
診
断
項
目

水

素
イ
オ
ン
指
数
（
ｐ
Ｈ
）
、

電
気
伝
導
度
（
Ｅ
Ｃ
）
、
硝

酸
態
窒
素
、
リ
ン
酸
カ
リ


石
灰
、
苦
土

◎
採
土
袋

各
支
所
・
支

店
、
営
農
課
で
用
意
し
て
い

ま
す
。
袋
が
足
り
な
い
場
合

は
封
筒
で
代
用
可
能
で
す
。

※
分
析
用
の
土
は
日
陰
で

乾
燥
さ
せ
、
ふ
る
い
に
通
し

て
か
ら
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
量
は
、
ふ
る
い
に
通
し

た
土
な
ら
袋
半
分
、
通
し
て

い
な
い
土
は
袋
い
っ
ぱ
い
入

す
る
方
は
、
事
前
に
講
習
会

を
受
講
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
講
習
会
を
次
の

通
り
２
回
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
こ
れ
ま
で
に
受
講
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
再
度

の
受
講
は
不
要
で
す
。

◎
日
時

①
２
０
２
６
年

１
月

日
（
日
）
午
前
９
時

～
②
２
月

日
（
土
）
午
後

１
時

分
～

◎
場
所

本
所
農
業
機
械

セ
ン
タ
ー
前

◎
対
象
者

Ｊ
Ａ
は
だ
の

組
合
員

◎
内
容

剪
定
チ
ッ
パ
ー

の
取
り
扱
い
方
法

◎
申
込
期
日

①
生
産
組

合
回
覧
は

月

日
（
金)




日
（
土
）
の
組
合
員
訪
問

日
ま
で
②
電
話
申
し
込
み
は

２
０
２
６
年
１
月
９
日(

金)

ま
で◎

そ
の
他

１
月

日

（
日
）
は
通
常
業
務
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機

実
演
に
ご
参
加
を

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
は
、

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
・
電
動

農
機
の
実
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月

日(

木)

午
前
９
時

分
か
ら

◎
場
所

本
所
裏
の
畑

◎
内
容

ラ
ジ
コ
ン
草
刈

り
機
の
特
徴･

使
い
方
説
明


実
演
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
体
験
操
作

お
問
い
合
わ
せ
は
農
業
機

械
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－

８
３
９
４

農
機
レ
ン
タ
ル

講
習
を
行
い
ま
す

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
農
業
機

械
利
用
事
業
の
一
環
で
、
組

合
員
に
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

チ
ッ
パ
ー
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。

機
械
使
用
時
の
事
故
防
止

と
安
全
確
保
の
た
め
、
利
用

私
た
ち
趣
味
グ
ル
ー
プ
そ
よ
か
ぜ
は
、
部
員

人

で
、
上
地
区
に
あ
る
「
か
わ
じ
荘
」
を
拠
点
と
し
て

第
１
・
第
５
木
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

文
化
交
流
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
行
事
な
ど
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
に

出
か
け
て
い
ま
す
。

月
１
回
の
顔
合
わ
せ

の
た
め
、
お
し
ゃ
べ
り

に
花
が
咲
き
過
ぎ
て
し

ま
う
と
き
も
し
ば
し
ば

で
す
。
こ
の
よ
う
な
和

気
あ
い
あ
い
の
中
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
仲
間

同
士
の
絆
を
深
め
、
元

気
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル｢

そ
よ
か
ぜ｣

代
表

和
田

わ

だ

初
音

は

つ

ね



２日（火） 10：00～第５回フレミズ講座

〃 13：00～ＪＡ女性部長・事務局会議

４日（木） 10：00～第２回農業まつり運営委員会

〃 13：00～本部役員会

６日（土） 13：30～文化交流会

11日（木） ９：30～支部会（西）

〃 13：00～支部会（上）

〃 13：30～支部会（南・北）

〃 14：30～上支部「寄せ植え」

12日（金） ９：00～支部会（大根）

〃 11：00～大根支部「寄せ植え」

〃 13：00～支部会（本町）

〃 13：30～支部会（東）

13日（土） 13：30～北支部「寄せ植え」

18日（木） ８：00～西支部「支部旅行」

23日（火） 10：00～令和７年度生活文化活動体験

発表・神奈川県家の光大会

25日（木） 13：30～東支部「フラワーアレンジ」

26日（金） 13：30～本町支部｢フラワーアレンジ｣

月の女性部行事予定表月の女性部行事予定表

【月のイベント】

☆「シクラメンまつり」６日(土)

７日（日）

秦野産のシクラメンを多数ご用

意します。一部商品は特別価格

の10％引きで販売します。

☆「豚肉加工商品の日」12日(金)

㈱フリーデンが国産豚を使用し

たお得な商品を販売します。

☆「おススメ！果物・野菜・加工

品」13日（土）14日（日）20日

（土）21日（日）27日（土）

旬の果物や野菜、お薦めの加工

品などを店舗外の特設コーナー

で販売します。

☆「年末市」28日(日)～30日(火)

煮豆やきんとんなど農家手作り

のおせち料理、年越しそば、餅

の他、正月飾りなど、年末年始

に欠かせない商品を取りそろえ

ます。

☆「たまごの日」毎週月、金曜日

店頭価格から10％引き。一部の

生産者出荷品は除きます。

☆「米の日」毎週水曜日

指定の銘柄米が店頭価格から10

％引き。

☆｢肉の日｣毎週木曜日と29日(月)

店頭価格から５％引き。

【 のイベント】

☆「ポイント２倍デー」３日(水)

13日（土）23日（火）

サン（３)ズジェラートの日は

ジェラート１個ご購入でスタン

プカードに二つ押印します。

☆「お得なパンセット」８日(月)

18日（木）28日（日）

８の付く日はパンセットの日。

クロワッサンなどのパン商品を

５個300円で販売します。組み

合わせはお好みで選べます。

☆「年末市」28日(日)～30日(火)

持ち帰り用ジェラートを20％増

量！ ホットのドリンクは20％

引きで販売します。

☆「ジェラートの日」毎週火曜日

店頭価格から10％引き。

☆「ワンスプーンサービス」

雨の日は、ジェラート購入でお

好きな味をスプーン１杯分お付

けします。

◎12月９日（火）は定休日です。

◎’ｓ の年内営業は月

日(火)までです。

◎じばさんずの年内営業は12月31

日（水）午後３時までです。

※準備の都合上、イベントが変更

になることがありますので、ご

了承ください。

Ｊ Ａ は だ の第号 地域･情報 年(令和７年)月日(水曜日) （）
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儴
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儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

－
９
６
２
６
、
畜
産
業
物
価

高
騰
対
策
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

－
７

８
０
０
ま
で
。

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
達

成
に
必
要
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
材
導
入
費
用
経
費
の
４
分

の
１
を
支
援
す
る
。

畜
産
業
物
価
高
騰
対
策
事

業
費
は
１
３
２
９
万
円
の
支

援
額
で
、
輸
入
乾
牧
草
の
価

格
高
騰
分
の
２
分
の
１
を
支

援
す
る
。

施
設
園
芸
等
燃
油
価
格
高

騰
対
策
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
市
農
業
振
興
課
☎


芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築

事
業
加
入
者
を
対
象
に
、
燃

油
価
格
の
上
昇
分
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
補
塡(

ほ
て
ん)

金
の
４
分
の
１
を
支
援
す
る

他
、
同
事
業
加
入
要
件
で
あ

化
を
促
す
こ
と
で
、
市
内
の

農
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い

く
。施

設
園
芸
等
燃
油
価
格
高

騰
対
策
事
業
費
の
支
援
額

は
、
５
７
９
万
円
。
施
設
園

秦
野
市
は
、
農
業
振
興
施

策
に
係
る
補
正
予
算
を
組
ん

だ
。
燃
油
や
輸
入
飼
料
価
格

の
高
騰
を
受
け
、
施
設
園
芸

と
畜
産
農
家
に
対
す
る
支
援

策
を
決
め
た
。
経
営
の
安
定

ざ
く
ざ
く
食
感
の
タ
ル
ト
生

地
、
季
節
の
果
物
、
そ
し
て

果
物
を
最
大
限
に
生
か
す
ク

リ
ー
ム
、
味
は
も
ち
ろ
ん
見

た
目
に
も
美
し
い
フ
ル
ー
ツ

タ
ル
ト

種
類
の
レ
シ
ピ

集
。定

価
１
８
０
０
円(

税
別)

ぜ
～
ん
ぶ
ひ
と
り
で

で
き
ち
ゃ
う
！

小
学
生
の
パ
ン

づ
く
り
ブ
ッ
ク

鈴
木
あ
つ
こ

著

大
人
気
シ
リ
ー
ズ
第
６

弾
今
回
の
テ
ー
マ
は
パ
ン


小
麦
粉
の
パ
ン
だ
け
で
な

く
、
米
粉
の
パ
ン
や
、
オ
ー

ブ
ン
や
ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
を

使
わ
な
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
パ
ン
も
作
れ
ま
す
。

小
学
生
で
も
お
店
の
よ
う
な

パ
ン
が
お
う
ち
で
で
き
る
。

定
価
１
５
０
０
円(

税
別)

最
新
版

図
解

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の

現
代
農
業
入
門

第
３
版

安
藤
光
義

監
修

農
業
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に

つ
い
て
予
備
知
識
が
な
く
て

も
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
よ

う
に
解
説
し
た
旧
版
が
、
今

話
題
の
食
料
安
全
保
障
や
米

に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込
み

大
改
訂
。
令
和
の
農
業
を
見

通
せ
る
一
冊
に
な
り
ま
し

た
。定

価
１
７
０
０
円(

税
別)

お
う
ち
で
作
る

お
店
み
た
い
な

フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト

本
間
節
子

著

さ
く
さ
く
・
さ
く
ほ
ろ
・


歳(

喜
寿)

▽
上
地
区
＝
山
本
純
子

（
菖
蒲
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
申
請
書
に
記
入

・
押
印
の
上
、
誕
生
月
の
前

月
末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店

に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

（
戸
川
）

▽
西
地
区
＝
今
野
佳
子

（
堀
西
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

米
寿)

▽
東
地
区
＝
関
口
秀
子

（
東
田
原
）
小
島
義
勝
（
西

田
原
）

▽
南
地
区
＝
綾
部
里
美

(

今
川
町)

窪
嶋
義
文(

尾
尻)

▽
北
地
区
＝
渋
谷
フ
ミ
子

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

職
員
人
事

か
っ
こ
内
は
旧
部
署

◎

月

日
付
退
職

小
泉
裕
佳
子(

鶴
巻
支
店)

◎

月
１
日
付

東
支
所
＝
金
子
咲
希
（
大

根
支
所
）

か
か
る
規
程
の
改
正
に
つ
い

て
▽
高
額
貸
出
金
の
借
入
申

し
込
み
に
つ
い
て

▽
理
事
の
利
益
相
反
取
引

に
つ
い
て

▽
常
勤
理
事
の
他
団
体
理

事
等
へ
の
就
任
に
つ
い
て

（
２
）

▽
２
０
２
５
年
度
秋
の
座

談
会
意
見
・
要
望
の
対
応
に

つ
い
て

▽
都
市
農
地
の
貸
借
の
円

滑
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
農
地
賃
貸
借
契
約
締
結
に

つ
い
て

▽
投
資
信
託
窓
販
事
務
に


月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
２
５
年
度
仮
決
算

監
査
意
見
書
に
対
す
る
顛
末

報
告
に
つ
い
て

▽
北
支
所
新
事
務
所
建
設

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▽
常
勤
理
事
の
他
団
体
理

事
等
へ
の
就
任
に
つ
い
て

（
１
）

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

文
化
の
日
琴
の
音
流
れ
菊
を
愛
で

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

秋
風
や
ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
て
雲
な
が
る

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

三
世
代
揃
い
踏
み
し
て
文
化
の
日

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

揚
げ
調
子
呼
び
込
む
声
や
文
化
祭

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

挨
拶
は
手
を
上
げ
ス
ル
ー
秋
の
暮

森
高

由
子
（
渋

沢
）

選
外
が
一
番
光
る
菊
花
展

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

文
化
の
日
祖
父
懐
中
の
金
時
計吉

田

清
美
（
渋

沢
）

青
春
を
飲
み
晩
秋
の
ハ
イ
ボ
ー
ル

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

銀
杏
の
腐
臭
を
か
こ
つ
石
畳

志
賀

明
子
（
千

村
）

文
化
の
日
暮
れ
か
か
る
日
の
一
目
散

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

さ
び
し
さ
を
与
え
つ
く
し
た
夕
焼
け
が

花
び
ん
の
水
を
あ
た
た
め
て
い
る

大
木
か
ず
ひ
ろ
（
名
古
木
）

評

夕
焼
け
を
な
が
め
る
作
者
、
刻
々
と
変
わ
る

西
空
の
色
が
様
々
な
思
い
を
与
え
る
。
ふ
と

気
が
つ
け
ば
低
く
な
っ
た
光
線
が
机
の
上
の

花
び
ん
に
届
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
読
む
者

に
色
々
な
想
像
を
与
え
る
歌
。

仰
ぎ
み
る
衆
生
の
悲
し
み
受
け
止
め
て

秋
空
に
さ
や
け
し
牛
久
大
佛
は細

田

富
士
（
千

村
）

買
い
物
の
バ
ッ
グ
に
ひ
と
ひ
ら
サ
ル
ス
ベ
リ
の

花
び
ら
付
き
し
を
帰
り
来
て
知
る

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

い
つ
の
日
に
か
夫
に
送
り
し
一
枚
の

た
ら
よ
う
の
葉
の
ハ
ガ
キ
が
出
て
来
ぬ

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

そ
の
庭
に
み
の
り
し
柿
と
賜
り
て

食
せ
ば
舌
に
溶
け
入
る
ご
と
し安

居
院
輝
雄
（
上
大
槻
）

補
聴
器
を
外
せ
ば
還
る
し
じ
ま
あ
り

秋
草
の
路
を
ト
ラ
ク
タ
ー
に
帰
る

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

■材料４～６人分■
青パパイヤ４分の１個、

水500、粉寒天４㌘、粉
緑茶小さじ１、落花生の甘
煮適量、黒蜜適量
〈作り方〉
【ゆで青パパイヤ】
①青パパイヤの種を取って
皮をむき、厚さ３㍉のい
ちょう切りにする水(分
量外)に分程度浸けて
あく抜きする。

②水を切って、柔らかくな
るまでゆで、冷蔵庫で冷やす。

【緑茶寒天】
①鍋に水、粉寒天、粉緑茶を入れて、かき混ぜな
がら煮溶かす。

②沸騰したら、ふきこぼれない程度の火加減にし
て１～２分沸騰させ続ける。

③火を止め、バットなどに流し入れて、冷やし固
める。

④１㌢角のさいの目に切る。
〈盛り付け〉
①器に青パパイヤ、緑茶寒天、落花生の甘煮をお
好みの量でバランスよく盛り付ける。

②黒蜜をかけて食べる。
〈ひとことアドバイス〉
食物繊維がしっかり取れ、罪悪感なく食べられ

るヘルシースイーツです落花生の甘煮と黒蜜は
手作りもできますが市販品が簡単でお薦めです
落花生の甘煮はじばさんずで購入できます。

東支部 吉田
よ し だ

敦子
あ つ こ

さん

施
設
園
芸
と
畜
産
支
援

経
営
安
定
化
へ
市
が
補
正
予
算

結婚相談日

月日（水）

時間 午前９時～正午

事前に電話でご予約をお願いします。
先着４人ですのでお受けできない場合
があります。

ご予約・お問い合わせは組織教育課
☎－7714

税務相談日 月９日（火）
午前９時分～

法務相談日 月日（金）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前に電話でご予約をお願いしま
す。受け付け順に相談時間が決まります。

ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

Ｊ Ａ は だ の 地域･情報 第号（） 年(令和７年)月日(水曜日)
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祠
（
ほ
こ
ら
）
の
あ
る
場
所

に
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
。
渋
み
が
少
な
く
マ
イ

ル
ド
な
香
り
が
特
徴
だ
。

山
口
さ
ん
は

年
前
か
ら

紅
茶
の
製
造
を
始
め
た
。
柔

ら
か
く
大
き
さ
の
そ
ろ
っ
た

葉
を
摘
採
で
き
る
よ
う
、
茶

の
芽
ぞ
ろ
え
を
徹
底
。
摘
採

後
は
２
日
間
か
け
て
自
然
萎

凋
（
い
ち
ょ
う
）
し
、
香
り

が
一
番
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
極
め
な
が
ら
製
造
す
る
。

山
口
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と

納
税
で
も
人
気
の
商
品
。
ス

ト
レ
ー
ト
で
飲
ん
で
お
い
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
の
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
味
わ

い
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

め
、

年
か
ら
認
証
の
見
直

し
を
進
め
て
き
た
。

月
に

第
１
回
認
証
品
認
定
式
を
開

き
、

月
３
日
に
は
、
市
内

で
開
催
さ
れ
た｢

市
民
の
日｣

の
イ
ベ
ン
ト
内
に
ブ
ー
ス
を

設
け
認
証
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た


新
認
証
品
に
、
菩
提
で
わ

さ
び
や
茶
園

を
営
む
山
口

勇
さ
ん
の
紅

茶
「
丹
沢
ゴ

ッ
ド
・
オ
ブ

・
マ
ウ
ン
テ

ン
」
が
選
ば

れ
た
。
緑
茶

用
品
種
「
在

来
実
生
」
を

使
用
し
た
紅

茶
で
、
茶
畑

が
ご
神
木
や

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
埋
も
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
た

証
し
て
き
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
な
ど
が
普
及
し
、
他
の

秦
野
市
が
推
進
す
る
地
域

ブ
ラ
ン
ド
「
は
だ
の
ブ
ラ
ン

ド
」
が
、
新
た
な
形
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
新
認
証
基
準

を
「
丹
沢
の
杜
（
も
り
）
と

名
水
の
ま
ち
で
育
ま
れ
、
全

国
か
ら
求
め
ら
れ
る
秀
逸
な

商
品
」
と
設
定
。
ブ
ラ
ン
ド

全
体
の
品
質
の
底
上
げ
と
、

他
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
の
差

別
化
を
図
り
、
優
れ
た
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
に
広
く

発
信
し
て
い
く
狙
い
だ
。

「
は
だ
の
ブ
ラ
ン
ド｣

は


こ
れ
ま
で
に

点
以
上
を
認

花
き
部
会
鉢
物
部
が
、
こ
け

玉
作
り
体
験
の
ブ
ー
ス
を
用

意
し
た
。
畜
産
部
会
も
即
売

や
展
示
を
し
、
市
内
の
畜
産

へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
た
。

盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
業
種
別
部
会
が

即
売
や
Ｐ
Ｒ
の
ブ
ー
ス
を
設

置
。
果
樹
部
会
茶
業
部
が
茶

の
試
飲
を
振
る
舞
っ
た
他
、

店
は
、
女
性
部
や
青
年
部
、

市
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
「
秦

友
会
」
な
ど
が
出
店
。
焼
き

そ
ば
や
焼
き
鳥
な
ど
を
販
売

し
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
３
日
、
秦

野
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の

市
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
内
で

「
食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
い
た
。
地
域
の

農
業
と
食
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
、
消
費
者
と
生
産
者
の

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
が
目

的
。
女
性
部
や
青
年
部
に
加

え
、
例
年
農
業
ま
つ
り
に
出

て
い
た
模
擬
店
も
参
加
し
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
。同

パ
ー
ク
の
多
目
的
広
場

を
会
場
に
開
催
。
Ｊ
Ａ
は
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
を
設
け
、
フ
ォ
ロ
ー
画
面

の
提
示
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
風
船

を
配
布
し
た
他
、
Ｊ
Ａ
共
済

連
が
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
を
用
意

し
、
人
気
を
集
め
た
。
模
擬

で
す
。
農
業
の
工
夫
や

野
菜
の
育
て
方
に
、
も

っ
と
き
ょ
う
み
が
わ
き

ま
し
た
」
な
ど
、
児
童

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

手
書
き
の
作
文
を
掲

載
。
野
菜
や
果
樹
茶


酪
農
の
農
作
業
を
体
験

し
て
い
る
様
子
も
カ
ラ

ー
写
真
で
紹
介
し
て
い

る
。

文
集
は
、
参
加
し
た
児
童

や
市
内
の
小
学
校
、
Ｊ
Ａ
各

支
所･

支
店
に
も
配
布
し
た


本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
図

書
室
に
も
配
架
し
て
い
る
。

文
集
に
ま
と
め
て
発
行
し

た
。文

集
に
は
「
初
め
て
知
っ

て
お
ど
ろ
く
こ
と
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た

児
童
の
農
業
体
験

作
文
を
文
集
に

経
営
士
会
が
発
行

秦
野
市
農
業
経
営
士
会

は
、
小
学
生
農
業
体
験
学
習

に
参
加
し
た
児
童
の
作
文
を


柳
川
で
生
ま
れ
育
ち
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
家
の
農

業
を
手
伝
っ
て
き
た
守
屋

久
夫
さ
ん
学
生
時
代
は


田
ん
ぼ
の
代
か
き
や
、
あ

ぜ
塗
り
を
し
て
か
ら
登
校

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
家

業
を
支
え
て
き
た
。
東
京

農
業
大
学
で
野
菜
を
専
攻

し
、
卒
業
後
、
秦
野
市
農

協
に
就
職
し
た
。

営
農
部
門
で
茶
の
担
当

と
な
っ
た
守
屋
さ
ん
は
、

知
識
や
技
術
の
習
得
の
た

め
、
埼
玉
県
の
茶
業
研
究

所
で
研
修
。
自
身
の
畑
に

も
茶
を
植
え
、
茶
農
家
の

道
も
同
時
に
歩
み
始
め

た
。
以
降
、
農
政
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
に
携
わ
り

な
が
ら
、
新
茶
の
時
期
に

な
る
と
、
加
工
技
術
者
と

し
て
荒
茶
工
場
で
活
躍
。

今
も
５
月
に
は
、
菖
蒲
の

上
荒
茶
工
場
で
茶
の
加
工

に
尽
力
す
る
。

現
在
は
、

㌃
の
茶
畑

と

㌃
の
畑
を
管
理
。
野

菜
は
自
家
消
費
を
中
心
に

約

品
目
栽
培
し
、
一
部

は
じ
ば
さ
ん
ず
に
出
荷
し

て
い
る
。
３
年
前
か
ら
は

Ｊ
Ａ
の
勧
め
で
、
市
特
産

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
「
秦
野
メ

ー
ク
イ
ン
」
の
出
荷
を
始

め
た
。
「
伝
統
あ
る
作
物

の
歴
史
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
協
力
し
た
い
」
と
、

特
産
品
の
生
産
に
も
力
を

注
ぐ
。
果
樹
部
会
茶
業
部

の
副
部
長
を
務
め
、
過
去

に
は
部
長
も
経
験
し
て
き

た
。趣

味
は
音
楽
で
、

年

ほ
ど
前
か
ら
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
。
同

時
期
に
フ
ル
ー
ト
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
も
加
入
し

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
演
奏

会
に
参
加
し
腕
を
磨
く


「
あ
と

年
は
茶
生
産
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
上

地
区
の
茶
生
産
者
は
結
束

力
が
強
く
、
地
域
の
仲
間

に
助
け
ら
れ
て
き
た
の

で
、
今
後
は
感
謝
の
気
持

ち
で
奉
仕
し
て
い
け
れ

ば
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

茶
生
産
に
励
み
音
楽
活
動
も

柳川の

守屋
も り や

久夫
ひ さ お

さん()

今月の１枚は、10日

に掲載した「毎週水曜

日 米の日復活！」の

投稿よ。

毎週水曜日に、指定

した銘柄米を店頭表示

価格から10％引きで販

売しているんだよね。

復活を待ってたいたんだよ。

安定的な入荷が見込

めたから「米の日」が

復活したのよ。指定の

銘柄は毎週変わるか

ら、当月の予定を米コーナーの

ボードに提示してるわ。１家族

当たり１日合計５㌔まで購入で

きるわよ。

インスタグラムのＪ

Ａはだの公式アカウン

トは、この他にも季節

の農産物やレシピ、じ

ばさんずの情報を発

信しているよ。ぜひ

フォローやいいねを

してね。

は
だ
の
ブ
ラ
ン
ド
制
度
一
新

品
質
の
底
上
げ
と
差
別
化
図
る

市
民
の
日
に｢

食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ｣

大
に
ぎ
わ
い
の
「
食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

文集を手にする伊藤章会長

多くの来場者でにぎわう多くの来場者でにぎわう
女性部や青年部が出店

山口さんの作る｢丹沢ゴッド･オブ･マウンテン｣

Ｊ Ａ は だ の第号 年(令和７年)月日(水曜日) （）(://-/)
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が
、
全
て
の
作
目
を
総
括
し

て
減
収
・
減
額
の
程
度
を
推

測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
暑
熱
対
策
は
大
き
な
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
て
、
業

種
別
部
会
で
講
習
会
を
開
催

す
る
他
、
効
果
が
期
待
で
き

る
資
材
を
導
入
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
じ
ば
さ
ん
ず
出
荷
者
向

け
の
栽
培
講
習
会
で
も
、
暑

熱
対
策
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

生
産
者
買
い
取

り
の
出
荷
量
・
販

売
希
望
金
額
な
ど
は
、
計
画

書
が
必
要
な
の
か
。
実
際
の

出
荷
が
計
画
通
り
に
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
な
ど
が
発
生
し
て
し
ま
う

の
か
。

（
東
）

出
荷
時
期
や
出

荷
量
、
希
望
価
格

な
ど
は
、
販
売
Ｔ
Ａ
Ｃ
係
と

の
対
話
の
中
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
計
画
書
の
提
出
は

求
め
て
い
ま
せ
ん
。
計
画
に

沿
っ
た
出
荷
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
に
基

づ
い
て
販
売
先
に
提
案
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
作
物
の

生
育
状
況
を
よ
く
把
握
し
た

上
で
、
販
売
Ｔ
Ａ
Ｃ
係
に
出

荷
計
画
を
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

を
適
切
に
把
握
し
た
上
で
、

生
産
者
の
労
働
力
を
加
味
し

た
、
再
生
産
可
能
な
販
売
価

格
の
設
定
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
規
模
な
産
地

で
は
、
指
定
野
菜
価
格
安
定

対
策
事
業
を
活
用
し
て
、
生

産
者
の
収
入
安
定
化
に
寄
与

す
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す

が
、
当
Ｊ
Ａ
は
対
象
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。近

年
の
高
温
少

雨
な
ど
を
理
由
と

し
た
、
農
作
物
の
収
穫
量
や

販
売
金
額
へ
の
影
響
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。
暑
熱
対
策

は
個
人
の
知
識
や
経
験
だ
け

で
は
難
し
い
の
で
、
高
温
少

雨
に
対
応
し
た
品
種
や
作
付

け
時
期
、
病
害
虫
防
除
な
ど

に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し

て
ほ
し
い
。

（
大
根
・
本
町
・
東
・
西
）

米
の
高
温
障
害

に
よ
る
等
級
低
下

の
よ
う
に
、
影
響
を
推
測
で

き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

し
て
き
た
「
郷
の
香
」
は
、

種
苗
法
に
係
る
育
成
権
者
の

保
護
期
間
経
過
な
ど
の
影
響

で
、
種
子
の
取
り
扱
い
が
終

了
し
た
た
め
、
新
た
に
「
Ｑ

な
っ
つ
（
千
葉
Ｐ
１
１
４

号
）
」
を
普
及
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
試
験
栽
培
の

結
果
は
「
Ｑ
な
っ
つ
」
の
導

入
に
向
け
て
課
題
と
な
る
よ

う
な
点
は
な
か
っ
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
品
種
の
特

性
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
落

花
生
の
栽
培
講
習
会
な
ど
の

機
会
に
、
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

農
産
物
の
適
正

価
格
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

（
大
根
）

農
産
物
の
販
売

価
格
は
需
給
の
バ

ラ
ン
ス
で
変
動
し
、
特
に
天

候
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

た
め
、
一
定
の
価
格
を
適
正

価
格
と
し
て
提
示
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
生
産
の
原
価

一
方
で
、
今
年
は
夜
間
に
風

が
吹
く
こ
と
が
多
く
、
昨
年

よ
り
も
夜
温
が
低
い
傾
向
に

あ
っ
た
こ
と
や
、
ケ
イ
酸
資

材
な
ど
の
活
用
の
成
果
が
表

れ
、
昨
年
よ
り
は
高
温
障
害

の
程
度
は
軽
い
傾
向
で
し

た
。カ

メ
ム
シ
は
水
稲･

果
樹

と
も
に
、
県
内
で
の
発
生
が

想
定
よ
り
も
少
な
か
っ
た
上

に
、
生
産
者
の
防
除
の
徹
底

で
、
被
害
の
発
生
は
少
な
い

傾
向
で
し
た
。
引
き
続
き
、

適
切
な
防
除
を
お
願
い
し
ま

す
。

落
花
生
は
、
な

ぜ｢

郷
の
香｣

の
種

子
の
供
給
が
終
了
し｢

Ｑ
な

っ
つ｣

の
普
及
を
進
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か

今
年
産

の｢

Ｑ
な
っ
つ｣

の
出
来
が
良

く
な
か
っ
た
。

（
大
根
）

生
落
花
生
（
ゆ

で
豆
）
用
に
普
及

査
場
所
持
込
加
算
金
１
０
０

円
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
独
自
の
奨

励
金
２
５
０
円
の
支
払
い
対

象
で
す
。
従
来
の
概
算
金
か

ら
大
幅
に
上
昇
し
た
金
額
の

提
示
と
な
り
、
出
荷
者
の
手

取
り
金
額
に
反
映
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
産
米
の
作

柄
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。
今
年
も
高
温
が
続
い

た
が
、
昨
年
ほ
ど
の
高
温
障

害
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
カ

メ
ム
シ
の
被
害
も
思
っ
た
よ

り
も
少
な
か
っ
た
。

(

本
町･

東)

今
年
産
米
の
収

穫
量
は
、
昨
年
を

上
回
り
平
年
並
み
に
推
移
し

ま
し
た
が
、
一
部
の
地
域
で

は
水
の
確
保
に
苦
労
す
る
な

ど
、
厳
し
い
栽
培
環
境
と
な

り
ま
し
た
。
市
内
ほ
ぼ
全
域

で
高
温
障
害
と
見
受
け
ら
れ

る
症
状
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
産
の
水
稲

う
る
ち
米
産
地
品

種
銘
柄
の
１
袋
（

㌔
）
当

た
り
の
概
算
金
は
、
１
等
が

１
万
４
１
５
０
円
、
２
等
が

１
万
３
８
５
０
円
、
３
等
が

９
１
５
０
円
で
、
品
種
に
よ

る
価
格
差
を
設
け
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
金
額

に
加
え
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
か
な

が
わ
に
よ
る
概
算
金
の
追
加

払
い
が
決
定
し
た
た
め
、
２

月
を
目
安
に
、
水
稲
う
る
ち

米
産
地
品
種
銘
柄
の
１
等
・

２
等
、
水
稲
も
ち
米
の
１
～

３
等
に
対
し
て
、
１
袋
（


㌔
）
当
た
り
２
５
０
０
円
を

出
荷
者
に
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

要
件
を
満
た
す
出
荷
者

は
、
概
算
金
に
加
え
て
１
袋

（

㌔
）
当
た
り
出
荷
確
約

契
約
奨
励
金
５
０
０
円
、
検

ま
す
。
販
売
先
は
、
神
奈
川

県
学
校
給
食
会
が
中
心
で

す
。
出
荷
し
た
米
の
一
部
を

買
い
戻
し
て
、
じ
ば
さ
ん
ず

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
年
産
の
県
学
校
給
食
会

へ
の
販
売
は
、
水
稲
う
る
ち

米
産
地
品
種
銘
柄
の
１
等
・

２
等
が
主
で
す
。
販
売
金
額

は
、
米
の
主
産
地
で
取
引
さ

れ
て
い
る
金
額
と
遜
色
の
な

い
水
準
で
設
定
し
、
そ
の
金

額
に
基
づ
い
て
概
算
金
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

集
荷
時
点
の
水
稲
う
る
ち
米

産
地
品
種
銘
柄
は
、
は
る
み

・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
・
さ
と
じ
ま
ん
・
て
ん
こ

も
り
の
５
品
種
、
奨
励
品
種

は
、
は
る
み
・
キ
ヌ
ヒ
カ
リ

・
て
ん
こ
も
り
の
３
品
種
で

す
。

米
の
概
算
金
は

い
く
ら
か
。
米
の

価
格
が
上
昇
し
て
い
る
が
、

出
荷
者
に
は
還
元
さ
れ
て
い

る
の
か
。（

大
根
・
東
・
西
）

当
Ｊ
Ａ
が
集
荷

し
た
米
は
全
量
、

Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
検
査
・
集
荷

後
、
全
農
が
管
理
す
る
小
田

原
連
合
農
業
倉
庫
へ
入
庫
し

Ｊ
Ａ
が
集
荷
し

た
米
は
ど
の
よ
う

に
流
通
し
、
ど
こ
へ
販
売
し

て
い
る
の
か
。
ど
の
程
度
の

金
額
で
取
引
さ
れ
て
い
る
の

か
。

（
東
）

荷
者
品
や
市
況
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
価
格
を
参
考
に
値
付

け
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
「
残
し
た
く
な
い
」
「
売

り
切
り
た
い
」
な
ど
の
理
由

か
ら
、
安
価
に
な
り
や
す
い

傾
向
で
す
。

じ
ば
さ
ん
ず
の

秦
野
産
農
産
物

は
、
生
産
者
自
身
が
価
格
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
他
の
出

る
。
適
正
な
販
売
価
格
を
考

え
て
い
る
の
か
。
値
上
が
り

し
た
商
品
は
あ
る
の
か
。

（
大
根
・
南
）

食
品
の
値
上
が

り
な
ど
物
価
が
高

騰
す
る
中
、
じ
ば
さ
ん
ず
の

野
菜
は
安
過
ぎ
る
と
感
じ

１
面
…
営
農
・
じ
ば
さ
ん
ず
関
係

２
面
…
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
経
済
・

生
産
資
材
関
係

３
面
…
信
用
・
共
済
・
融
資
・
総
務
・
Ｊ
Ａ
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の
関
係

４
面
…
組
織
教
育
・
生
活
福
祉
・
企
画
・
㈱
協
同
コ

ン
サ
ル
ト
は
だ
の
関
係

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
「
秋
の
座
談
会
」
を
９
月

日
か
ら

月

日
ま
で
、
市
内

会
場
で
開
き
ま
し
た
座
談
会
に
は


全
体
で
６
９
７
人
の
組
合
員
が
出
席
し
、
３
５
６
件
の
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見･

要
望
は


担
当
部
署
や
担
当
部
会
で
検
討
を
重
ね
、
さ
ら
に
理
事
会
で
協
議
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。
組

合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
運
営
に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

目 次目 次

組合員の声を組織運営の礎に組合員の声を組織運営の礎に
営
農
営
農米

価
上
昇
は
手
取
り
に
反
映

じ
ば
さ
ん
ず

じ
ば
さ
ん
ず

知
恵
絞
り
販
売
価
格
適
正
に

＝
組
合
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
で
す

＝
意
見･

要
望
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
の
回
答
で
す

秋の座談会出席状況

9月30日～10月15日

地区名

大根

本町

東

南

北

西

上

本所

合計

出席人数

88

61

102

101

60

153

74

58

697

意見・要望数

41

30

57

53

38

84

48

5

356

２
面
に
続
く

会場を集約して開催した秋の座談会（西田原全域）

農
産
物
検
査
で
今
年
産
米
の
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク

ＪＡはだの秋の座談会報告号  第号（） 年(令和７年)月日（水曜日）



と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
組
合
員
訪
問
日

に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
で
Ｐ
Ｒ

し
て
い
て
、
経
済
課
担
当
者

３
人
で
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
相
談

は
経
済
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

戸
建
一
般
住
宅

の
基
本
料
金
は
１

６
５
０
円
で
、
１
立
方
㍍
当

た
り
５
９
４
円
で
す
（
と
も

に
税
込
み
）
。

他
社
へ
の
変
更
や
、
取
り

壊
し
な
ど
で
契
約
件
数
の
減

少
は
あ
り
ま
す
が
、
数
件
に

い
。
今
ま
で
契
約
し
て
い
た

ガ
ス
会
社
か
ら
Ｊ
Ａ
に
切
り

替
え
た
ら
、
毎
月
１
０
０
０

円
ほ
ど
安
く
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ

は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
の
か
。
相
談
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

（
東
・
南
・
北
）

備
な
ど
で
使
わ
れ
る
動
力
用

電
気
も
使
え
る
の
か
。

（
本
町
・
上
）

｢

Ｊ
Ａ
で
ん
き｣

は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
提
供
す
る
電
力
サ
ー
ビ

ス
で
、
大
手
電
力
会
社
よ
り

お
得
な
料
金
体
系
が
特
徴
で

す
。
動
力
用
電
気
も
対
象
で

す
。
切
り
替
え
に
は
、
現
在

利
用
中
の
電
力
会
社
の
契
約

内
容
が
分
か
る
書
類
な
ど
が

必
要
で
す
。

切
り
替
え
を
希
望
す
る
場

合
は
、
経
済
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
普
及
状
況
と
、

Ｊ
Ａ
の
価
格
を
教
え
て
ほ
し

き
ま
し
た
が
、
営
業
時
間
の

延
長
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
朝
や
夜
間

の
利
用
は
少
な
い
状
況
で

す
。
今
後
は
、
メ
ー
ル
情
報

配
信
サ
ー
ビ
ス
や
店
舗
へ
の

表
示
な
ど
で
、
営
業
時
間
を

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

購
買
品
供
給
高

が
昨
年
と
比
較
し

て
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
原

因
は
何
か
。

（
大
根
・
本
町
・
東
・
上
）

昨
年
度
、
施
設

事
業
の
供
給
が
大

き
く
伸
び
た
こ
と
と
、
今
年

度
上
半
期
の
供
給
が
減
少
し

た
こ
と
で
、
前
年
同
期
比
で

比
較
す
る
と
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
施
設

事
業
以
外
の
供
給
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

｢

Ｊ
Ａ
で
ん
き｣

に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
。
工
場
や
農
業
用
設

か
。
セ
ル
フ
化
し
た
こ
と
で

人
件
費
が
削
減
さ
れ
、
価
格

が
安
価
に
な
っ
た
の
か
。
営

業
時
間
が
延
長
さ
れ
た
が
、

利
用
者
数
に
変
化
は
あ
っ
た

の
か
。（

東
・
北
・
西
・
上
）

西
給
油
所
の
営

業
時
間
は
、
午
前

７
時

分
か
ら
午
後
８
時


分
ま
で
で
、
平
日
も
土
曜
日

・
日
曜
日
・
祝
日
も
同
じ
で

す
。
支
払
い
方
法
は
現
金


組
合
員
購
買
カ
ー
ド
、
組
合

員
現
金
給
油
カ
ー
ド
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
、
バ
ー
コ
ー
ド
決
済

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

セ
ル
フ
化
し
、
従
業
員
の

配
置
を
常
時
２
人
に
す
る
こ

と
で
人
件
費
を
削
減
し
、
当

Ｊ
Ａ
の
他
給
油
所
よ
り
も
１

㍑
当
た
り
２
円
引
き
で
給
油

で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
週
間
で

２
０
４
６
人
に
利
用
い
た
だ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
西

給
油
所
の
土
曜
日
・
日
曜
日

・
祝
日
の
営
業
時
間
は
、
平

日
と
同
じ
な
の
か
。
支
払
い

に
現
金
を
使
用
で
き
る
の

恐
れ
が
な
い
こ
と
）


で

す
。秦

野
市
で
の
対
応
は
「
神

奈
川
県
人
里
で
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
出
没
時
の
対
応
・
湘
南

地
域
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
神
奈
川

県
作
成
）
」
の
う
ち
「
緊
急

時
の
対
応
」
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
実
施
委
託
者
は


秦
野
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
を
想
定
し
て
い
て
、
現
在

実
施
者
を
調
整
中
で
す
。

（
銃
猟
以
外
の
方
法
で
は
的

確
か
つ
迅
速
な
捕
獲
な
ど
が

困
難
で
あ
る
こ
と
）
④
安
全

性
確
保
（
住
民
や
第
三
者
に

銃
猟
に
よ
る
危
害
を
及
ぼ
す

て
い
る
こ
と)

②
緊
急
性(

熊

や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
命
ま

た
は
身
体
へ
の
危
害
を
防
止

す
る
た
め
、
緊
急
に
対
応
が

必
要
で
あ
る
こ
と
）
③
方
法

れ
ま
し
た
。

緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
た

め
に
は
四
つ
の
条
件
が
あ
り

①
場
所
（
熊
や
イ
ノ
シ
シ
が

人
の
日
常
生
活
圏
に
侵
入
し

を
教
え
て
ほ
し
い
。
（
上
）

国
会
で
成
立
し

た
「
鳥
獣
の
保
護

及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
で
、
人

の
日
常
生
活
圏
に
熊
・
イ
ノ

シ
シ
が
出
没
し
た
際
、
一
定

の
条
件
の
下
、
市
町
村
が
委

託
し
た
者
の
銃
猟
を
可
能
と

す
る
緊
急
銃
猟
制
度
が
、
９

月
１
日
か
ら
新
た
に
設
け
ら

で
す
。

以
前
に
国
の
交

付
金
を
利
用
し
、

生
産
組
合
で
獣
の
侵
入
防
止

柵
を
設
置
し
た
が
、
経
年
劣

化
や
自
然
災
害
な
ど
で
破
損

し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
ネ

ッ
ト
や
柵
の
補
修
は
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
て
補
修
費

用
の
負
担
や
現
物
支
給
を
行

う
な
ど
、
生
産
組
合
や
組
合

員
個
人
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
対
応
で
き
な
い
か
。

（
本
町
・
東
）

補
修
費
用
は
、

国
の
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
整
備
事

業
の
交
付
金
の
対
象
外
で

す
。
設
置
時
は
、
要
望
量
以

上
の
資
材
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
補
修

の
要
望
量
が
ど
の
程
度
あ
る

か
把
握
し
、
対
応
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


月
末
ま
で
に
、
各
生
産
組
合

か
ら
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
、
国
の
交
付
金

な
ど
で
設
置
し
た
侵
入
防
止

柵
の
補
修
要
望
量
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。緊

急
銃
猟
制
度

の
秦
野
市
の
対
応

「
は
だ
の
コ
モ

ン
ズ
体
験
農
園
」

の
概
要
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
大
根
・
東
・
南
・
北･

西)

本
所
横
に
隣
接

す
る
約

㌃
の
生

産
緑
地
で
、
都
市
農
地
の
貸

借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
い
て
、
農
地
所
有
者

と
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る

予
定
で
す
。

最
初
の
２
年
間
は
、
秦
野

市
都
市
農
地
保
全
活
用
推
進

協
議
会
を
事
業
主
体
と
し
、

２
０
２
５
年
度
農
山
漁
村
振

興
交
付
金
を
活
用
し
て
、


年
４
月
に
「
は
だ
の
コ
モ
ン

ズ
体
験
農
園
」
の
開
園
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

概
要
は
、
１
区
画

平
方

㍍
の
区
画
割
り
で
、

区
画

を
先
着
順
で
組
合
員
に
限
ら

ず
一
般
募
集
し
ま
す
。
利
用

料
金
は
、
１
区
画
当
た
り
年

間
６
万
６
０
０
０
円
（
税
込

み
）
で
、
契
約
は
１
年
更
新

と
し
ま
す
。
農
業
に
関
係
す

る
人
口
の
裾
野
を
広
げ
る
活

動
と
し
て
、
秦
野
市
に
お
け

る
一
市
一
農
場
制
の
実
現
に

向
け
た
中
心
的
な
取
り
組
み

っ
て
い
ま
す
。

生
産
者
か
ら
直
接
買
い
取

っ
て
、
じ
ば
さ
ん
ず
を
含
め

た
取
引
先
へ
供
給
す
る
販
売

Ｔ
Ａ
Ｃ
係
や
、
業
種
別
部
会

事
務
局
の
営
農
指
導
係
と
連

携
し
、
提
案
や
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

良
質
な
農
産
物
の
栽
培
・

出
荷
を
促
す
た
め
、
出
荷
者

向
け
に
年
に
４
、
５
回
、
栽

培
・
農
薬
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
直
近
で
発
生
し

た
病
害
虫
の
被
害
対
策
な
ど

の
事
例
を
紹
介
し
て
、
出
荷

者
の
栽
培
技
術
の
向
上
を
図

・
暴
風
雨
・
台
風
な
ど
天
候

不
順
の
影
響
を
大
き
く
受

け
、
生
育
不
良
で
出
荷
量
の

減
少
が
続
き
ま
し
た
。
不
足

分
は
、
市
場
や
産
地
間
提
携

先
Ｊ
Ａ
か
ら
仕
入
れ
て
販
売

し
ま
す
が
、
補
塡(

ほ
て
ん)

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

じ
ば
さ
ん
ず
に

陳
列
さ
れ
て
い
る

農
産
物
が
少
な
い
の
は
ど
う

し
て
か
。
農
家
へ
の
営
農
指

導
が
必
要
な
の
で
は
。

（
東
・
上
）

今
年
度
は
、
夏

場
を
中
心
に
高
温

は
、
人
件
費
・
資
材
費
・
運

送
費
な
ど
の
上
昇
の
影
響

で
、
仕
入
れ
価
格
の
値
上
が

り
が
続
い
て
い
ま
す
。

セ
ッ
ト
販
売
や
数
量
・
内

容
量
を
変
更
す
る
な
ど
、
工

夫
し
な
が
ら
販
売
し
て
い
ま

す
。

明
ら
か
に
安
い
場
合
は
、

値
上
げ
す
る
よ
う
お
願
い
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
や
秦

野
市
場
、
産
地
間
提
携
先
Ｊ

Ａ
な
ど
か
ら
の
仕
入
れ
品

個
人
で
高
額
な
農
業
機
械
を

購
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

機
械
導
入
の
障
壁
が
高
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
近
隣
Ｊ

Ａ
は
、
チ
ッ
パ
ー
以
外
の
農

業
機
械
の
レ
ン
タ
ル
も
実
施

し
て
い
る
た
め
、
チ
ッ
パ
ー

だ
け
で
な
く
、
レ
ン
タ
ル
農

業
機
械
の
種
類
を
拡
充
し
て

ほ
し
い
。（

本
町
・
東
・
南
）

以
前
か
ら
同
様

の
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
近
隣
Ｊ
Ａ
は


幅
広
い
農
業
機
械
の
レ
ン
タ

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
農
業
機
械
の
事
故

が
増
加
傾
向
で
、
昨
年
の
死

傷
者
数
は
２
６
２
人
に
上

り
、
そ
の
う
ち
１
４
５
人
が

死
亡
し
ま
し
た
。
市
内
で
も

過
去
に
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
レ
ン

タ
ル
農
業
機
械
は
返
却
期
限

が
あ
り
、
利
用
時
間
に
も
制

限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
故

が
発
生
し
や
す
い
と
の
指
摘

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
現
時
点
で
は
積
極
的

な
対
応
を
控
え
て
い
ま
す
。

際
、
ご
意
見
を
反
映
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

生
産
組
合
の
注

文
で
、
秋
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
種
芋
を
注
文
し
た
。

配
達
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
に

混
在
と
記
載
さ
れ
、
Ｍ
サ
イ

ズ
と
Ｌ
サ
イ
ズ
が
混
ざ
っ
て

い
た
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は

サ
イ
ズ
を
選
べ
る
が
、
Ｊ
Ａ

は
注
文
時
に
サ
イ
ズ
が
指
定

で
き
な
い
の
か
。

（
本
町
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

種
芋
は
、
栽
培
面

積
の
減
少
や
異
常
気
象
の
影

響
で
供
給
量
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
秋
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
入

荷
時
点
で
混
在
と
な
り
、
サ

イ
ズ
を
指
定
し
た
仕
入
れ
が

で
き
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
は
だ
の
へ
ご
来
店
い
た
だ

け
れ
ば
、
実
際
の
サ
イ
ズ
を

確
認
し
た
上
で
、
在
庫
が
あ

る
場
合
に
は
そ
の
場
で
購
入

で
き
ま
す
。

農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
後
継
者

不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
農

業
の
ス
マ
ー
ト
化
・
機
械
化

を
進
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
が
現
状


近
年
、
畑
作
地

に
も
鳥
獣
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
の
で
、
電
気

柵
の
補
助
金
を
増
額
し
、
補

助
金
制
度
の
継
続
を
お
願
い

し
た
い
。
碍
子
（
が
い
し
）

な
ど
の
パ
ー
ツ
単
体
で
の
助

成
も
考
え
て
ほ
し
い
。

（
東
・
南
・
西
）

補
助
金
は
、
１

事
業
年
度
当
た
り

３
万
円
が
上
限
で
す
の
で
、

毎
年
電
気
柵
を
購
入
し
、
規

模
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
現
行
の
制
度

で
は
、
碍
子
な
ど
の
付
属
パ

ー
ツ
は
本
体
を
購
入
し
た
時

に
限
り
、
補
助
金
の
対
象
で

す
。次

年
度
の
実
施
計
画
の

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

来
年
４
月
新
た
に
体
験
農
園

経
済
経
済

セ
ル
フ
化
で
営
業
時
間
を
延
長

生
産
資
材

生
産
資
材

電
気
柵
補
助
の
継
続
を
検
討

３
面
に
続
く

１
面
の
続
き

西給油所のオープニングセレモニー

生
産
組
合
単
位
で
開
く
農
業
機
械
整
備
講
習
会

ＪＡはだの秋の座談会報告号 第号 年(令和７年)月日（水曜日） （）



僔僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐

僔
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐

僔僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐

僔
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐

大
変
助
か
る
。

（
西
）

葬
儀
代
金
は
原

則
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の
指
定
貯

金
口
座
へ
の
振
り
込
み
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
た
だ
し


口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し

て
い
る
組
合
員
に
は
、
指
定

の
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

に
も
対
応
し
ま
す
。

職
員
の
い
る
時
間
帯
で
の
面

会
と
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

葬
儀
代
金
の
支

払
い
方
法
が
振
り

込
み
で
、
葬
儀
を
終
え
て
忙

し
い
時
期
に
手
続
き
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
購
買
品
の

購
入
時
の
よ
う
に
、
利
用
者

の
指
定
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

（
西
）

面
会
者
を
適
切

に
ご
案
内
す
る

他
、
ろ
う
そ
く
な
ど
火
気
の

取
り
扱
い
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
式
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

い
な
い
時
間
や
葬
儀
中
で
も

入
室
で
き
る
の
で
、
Ｊ
Ａ
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の
も

面
会
の
た
め
安
置
室
に
い
つ

で
も
入
室
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
は
だ
の

の
安
置
室
は
、
職
員
が
い
な

い
時
間
や
葬
儀
が
あ
る
時
は

入
室
で
き
な
か
っ
た
。
市
内

の
他
の
葬
儀
場
は
、
職
員
が

意
欲
や
愛
着
）
向
上
の
取
り

組
み
も
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

理
事
の
年
齢
制

限
は

歳
だ
が
、

資
産
運
用
部
会
大
根
支
部
は


歳
以
下
が
３
人
し
か
い
な

い
。
人
材
不
足
を
鑑
み
、


歳
の
制
限
を
撤
廃
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
大
根
）

役
員
選
任
手
続

き
に
関
す
る
細
則

で
、
理
事
の
年
齢
は
就
任
時


歳
未
満
（
認
定
農
業
者
は


歳
未
満
）
と
定
め
て
い
ま

す
。細

則
は
、
組
織
の
状
況
の

変
化
に
応
じ
て
変
更
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
の
で
、
ご
意

見
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受

け
止
め
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
職
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
（
組
織
へ
の
貢
献

今
年
度
は
給
与
改
定
を
実
施

し
、
初
任
給
の
引
き
上
げ
や

職
員
全
体
の
給
与
を
見
直
し

の
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展

開
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
周
知
な

ど
、
組
合
員
の
メ
リ
ッ
ト
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
。

昨
今
、
Ｊ
Ａ
職

員
の
中
途
退
職
が

多
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
な

ぜ
か
。
有
能
な
職
員
が
退
職

し
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

（
大
根
・
西
）

近
年
は
労
働
市

場
が
「
売
り
手
市

場
」
と
な
っ
て
い
て
、
転
職

を
希
望
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。

最
近
は
、
公
務
員
な
ど
で

も
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
て
、
中
途
採
用
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

か
ら
行
政
へ
転
職
す
る
職
員

も
増
加
傾
向
で
す
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
中
途
採

用
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
る

状
況
で
す
。
人
材
の
確
保
や

職
員
の
定
着
を
図
る
た
め
、

組
合
員
が
減
少

し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る

の
か
。

（
東
・
南
・
北
）

組
合
員
の
減
少

は
人
口
減
少
や


組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
る
死

亡
脱
退
の
増
加
が
主
な
要
因

で
す
。
新
規
就
農
者
や
継
続

的
な
事
業
利
用
者
へ
の
加
入

促
進
に
加
え
、
組
合
員
向
け

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

し
込
み
は

件
、
成
約
は
７

件
で
す
。

資
産
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

相
続
発
生
前
の
資
産
承
継
や

相
続
対
策
、
遺
言
な
ど
に
関

を
教
え
て
ほ
し
い
。

（
南
）

上
半
期
の
相
談

受
け
付
け
件
数
は


件
で
す
。
遺
言
信
託
の
申

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

資
産
相
談
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況

不
審
な
点
が
見
受
け
ら
れ
る

場
合
に
は
、
警
察
へ
の
連
絡

な
ど
、
特
殊
詐
欺
被
害
の
未

然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

定
期
貯
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
金
利

を
上
げ
て
い
る
が
、
経
営
に

影
響
は
出
な
い
の
か
。

（
本
町
）

定
期
貯
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
特
別

金
利
を
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
十
分
に
検
討
し
、
慎
重

に
判
断
し
て
い
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
引
き
続
き


期
間
１
年
の
定
期
貯
金
に
特

別
金
利
０
・

％
を
設
定
し

た
「
秋
冬
の
定
期
貯
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を

月
末
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
お
預
け
入
れ
く
だ

さ
い
。

貯
金
の
払
い
戻

し
の
際
に
警
察
を

呼
ば
れ
る
と
、
悪
い
こ
と
を

し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
の
か
。

（
本
町
）

警
察
か
ら
の
要

請
で
、

歳
以
上

の
方
を
中
心
に
、
高
額
な
出

金
・
振
り
込
み
や
来
店
時
に

キ
ュ
ー
）
の
気
持
ち
」
を
込

め
た
訪
問
活
動
で
「
３
つ
の

Ｑ
（
質
問
）
」
で
家
族
の
近

況
や
加
入
内
容
の
確
認
、
保

障
点
検
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
加
入
後
も
安
心
し
て

Ｊ
Ａ
共
済
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
組
合
員
・
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
機
関
紙

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

共
済
事
業
で
取

り
組
ん
で
い
る

「
３
Ｑ
活
動
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
活
動
か
。
（
南･

西)

３
Ｑ
活
動
は
、

Ｊ
Ａ
共
済
契
約
者

へ
の
「
あ
り
が
と
う
（
サ
ン

自
動
車
共
済
の

レ
ッ
カ
ー
・
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
己
負
担

な
く
利
用
で
き
て
助
か
っ

た
。
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

良
い
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
が
付

帯
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

（
東
）

Ｊ
Ａ
の
自
動
車

共
済
に
加
入
し
て

い
る
個
人
の
契
約
者
は
、
限

度
額
の

万
円
ま
で
レ
ッ
カ

ー
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
付

帯
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
契

約
の
車
が
事
故
や
車
両
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
走
行
不
能
に
な

っ
た
場
合
に
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
者
に
向
け
て
さ
ら

マ
ッ
チ
ン
グ
ボ
ー
ド
は
、

組
合
員
が
不
要
に
な
っ
た
農

業
機
械
を
農
業
機
械
セ
ン
タ

ー
内
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ボ
ー
ド

に
掲
示
し
、
閲
覧
し
た
組
合

員
が
興
味
を
持
っ
た
場
合
に

直
接
相
手
の
組
合
員
へ
連
絡

し
て
、
譲
渡
な
ど
を
相
談
す

る
仕
組
み
で
す
。
メ
ー
ル
情

報
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
、
掲
示
内
容
の
配
信
も
始

め
ま
し
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

農
業
機
械
整
備

講
習
会
は
、
実
際

の
整
備
作
業
を
通
じ
て
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
習
得
し

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

す
。各

地
区
２
年
に
１
回
、
生

産
組
合
単
位
で
の
開
催
で
、

５
人
以
上
の
参
加
が
条
件
で

す
が
、
近
く
の
生
産
組
合
と

の
合
同
開
催
も
可
能
で
す
。

開
催
時
期
、
回
数
は
現
状
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

農
業
機
械
整
備

講
習
会
は
、
生
産

組
合
単
位
で
５
人
以
上
の
参

加
が
開
催
条
件
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
の
で
、
参
加
人
数
に
関

係
な
く
柔
軟
に
対
応
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
農
業
機
械
の

マ
ッ
チ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
Ｐ
Ｒ

し
て
は
ど
う
か
。

（
北
）

え
、
公
金
貸
し
出
し
を
し
た

こ
と
で
、
貸
出
金
残
高
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

上
半
期
は
、
住

宅
ロ
ー
ン
の
取
扱

件
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
加

貸
出
金
残
高
が

増
加
し
た
要
因
は

何
か
。

（
本
町
）

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
管
内
の
農
産

物
の
魅
力
を
写
真
や
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
や
、
季
節
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
も
満
載
。

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
で
、
じ
ば
さ
ん

ず
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ

ォ
ロ
ー
や
い
い
ね
を
お
願
い
し

ま
す
。

イ
ン
ス
タ
で
魅
力
を
発
信

イ
ン
ス
タ
で
魅
力
を
発
信

融
資
融
資

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
貸
し
出
し
増
加

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の

面
会
は
職
員
の
い
る
時
に

総
務
総
務

組
合
員
メ
リ
ッ
ト
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

２
面
の
続
き

「食と農のふれあいフェスタ」で組合員加入を呼びかけた

信
用
信
用

秋
冬
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
０･
77
％

共
済
共
済

ト
ラ
ブ
ル
時
に
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
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女
性
部
員
を
増

や
す
た
め
、
年
２

回
の
増
加
運
動
に
継
続
し
て

取
り
組
み
、
趣
味
グ
ル
ー
プ

や
各
種
行
事
へ
の
参
加
を
き

っ
か
け
に
、
新
規
加
入
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

女
性
の
協
同
組
合
活
動
へ
の

参
画
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た

め
、
加
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
重
要
だ
と
考
え
、
農

に
関
わ
る
人
の
裾
野
を
広
げ

る
た
め
に
も
、
新
規
加
入
者

に
は
協
同
組
合
講
座
の
受
講

を
積
極
的
に
勧
め
て
い
き
ま

す
。

女
性
部
の
新
規

加
入
者
の
多
く
が

趣
味
グ
ル
ー
プ
の
加
入
者

で
、
座
談
会
な
ど
協
同
活
動

に
参
加
す
る
人
が
少
な
い
と

思
う
。
理
事
登
用
な
ど
女
性

の
参
画
が
進
ん
で
い
る
が
、

協
同
へ
の
理
解
を
広
げ
る
た

め
に
も
Ｊ
Ａ
組
織
の
学
び
を

新
規
加
入
者
に
勧
め
て
ほ
し

い
。

（
南)

（
東
・
南
）

Ｊ
Ａ
の
各
支
所

・
支
店
で
受
け
付

け
後
、
職
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
申
し
込
む
方
法
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
受
け
付

け
時
に
、
組
合
員
資
格
（
家

族
含
む
）
や
Ｊ
Ａ
生
命
共
済

の
加
入
な
ど
、
助
成
の
対
象

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
で
受
診

す
る
人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込

み
方
法
が
変
わ
っ
た
の
か
。

Ｊ
Ａ
・
連
合
会
の
助
成
を
受

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。

延
長
申
請
が
必
要
と
な
る
。

制
度
改
正
な
ど
が
あ
っ
た
際

は
、
Ｊ
Ａ
は
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
組
合
員
に
情
報

を
提
供
し
て
ほ
し
い
。(

西)

現
在
も
、
生
産

緑
地
の
追
加
申
請

の
受
け
付
け
な
ど
、
市
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
機
関
紙
「
Ｊ

Ａ
は
だ
の
」
で
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
お

知
ら
せ
す
べ
き
内
容
は
、
機

関
紙
や
座
談
会
な
ど
で
周
知

し
ま
す
。

報
徳
の
精
神
は

「
自
分
の
利
益
だ

け
で
な
く
、
他
者
や
社
会
の

た
め
に
も
尽
く
す
心
」
を
大

切
に
し
て
い
て
、
Ｊ
Ａ
活
動

や
地
域
農
業
の
発
展
に
も
深

く
関
わ
る
理
念
だ
と
考
え
ま

す
。
協
同
組
合
講
座
を
中
心

に
Ｊ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
、

世
代
を
超
え
て
訴
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
生
産
緑
地

は
、
指
定
か
ら


年
経
過
す
る
ご
と
に
期
限
の

し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
以

前
の
農
業
ま
つ
り
の
よ
う

に
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
本

所
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

全
国
報
徳
サ
ミ

ッ
ト
が
秦
野
で
開

催
さ
れ
、
二
宮
尊
徳
や
報
徳

を
学
ぶ
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。
若
い
人
た
ち
に
も
報
徳

の
精
神
を
理
解
し
継
承
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
も
教

育
活
動
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い


(

本
所)

日
」
の
会
場
で
実
施
し
ま
し

た
。
農
業
ま
つ
り
は
２
０
２

３
年
度
ま
で
本
所
で
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
本
所
周
辺

の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
来

場
者
の
駐
車
場
の
確
保
が
困

難
に
な
っ
た
他
、
交
通
渋
滞

を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
な
ど

新
た
な
課
題
が
生
じ
た
た

め
、
本
所
で
の
開
催
を
断
念

へ
の
意
見
・
要
望
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地

域
の
課
題
な
ど
を
話
し
合
う

場
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ま
で
声
か
け
の
上
、
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
食
と
農
の
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
」
を
市
民
の
日
の
会
場
内

で
行
う
と
い
う
が
、
農
業
ま

つ
り
が
な
く
な
っ
て
残
念

だ
。
本
所
に
組
合
員
や
市
民

が
結
集
す
る
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
従
来
の
農
業
ま

つ
り
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

（
東
・
北
・
西
）

地
域
の
農
業
と

食
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
、
消
費
者
と
生
産
者

の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
、
新
た
に
「
食

と
農
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
」
を
、
秦
野
市
「
市
民
の

終
了
後
に
懇
親
の
場
を
設
け

て
い
る
生
産
組
合
な
ど
は
、

希
望
に
基
づ
き
単
独
で
開
催

し
た
会
場
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
会
場
を
集
約
し
た

こ
と
で
、
出
席
者
・
意
見
数

と
も
に
前
年
秋
の
座
談
会
を

下
回
り
ま
し
た
。
会
場
が
遠

く
な
り
、
参
加
し
づ
ら
い
組

合
員
も
い
る
な
ど
の
声
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
秋
の
座

談
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
意
見

や
今
回
の
結
果
を
精
査
し
、

今
後
の
開
催
方
法
を
検
討
し

ま
す
。

春
の
座
談
会
は
、
総
代
会

を
前
に
事
業
報
告
な
ど
を
詳

細
に
わ
た
り
報
告
し
、
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
、
集
約
せ

ず
に
こ
れ
ま
で
の
座
談
会
と

同
様
に
開
催
す
る
計
画
で

す
。座

談
会
は
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の

情
報
提
供
だ
け
で
な
く
Ｊ
Ａ

秋
の
座
談
会
の

会
場
を
集
約
し
て

開
催
し
た
理
由
を
教
え
て
ほ

し
い
。
集
約
し
た
こ
と
で
、

会
場
が
遠
く
な
り
高
齢
の
方

な
ど
の
参
加
が
減
る
の
で
は

な
い
か
今
後
の
座
談
会
も


集
約
す
る
の
か
。

（
大
根
・
本
町
・
南
・
西
）

前
回
、
春
の
座

談
会
は

会
場
で

し
た
が
、
今
回
、
秋
の
座
談

会
は

会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
座
談
会
参
加
者
が
減
少

す
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
座
談

会
で
合
同
で
の
開
催
を
求
め

る
声
や
「
年
１
回
の
開
催
で

良
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
秋

の
座
談
会
は
大
字
単
位
を
基

本
に
し
た
開
催
を
生
産
組
合

長
に
呼
び
か
け
、
試
行
的
に

集
約
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

ス
化
を
目
的
に
、
人
事
関
係

業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
し

た
。引

き
続
き
、
Ｄ
Ｘ
※
を
進

め
て
業
務
の
効
率
化
や
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｘ
＝
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
生
活
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
変
革
す
る
こ
と

め
、
前
年
を
上
回
る
税
引
前

当
期
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
※
で
業
務

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
は

何
を
し
た
の
か
。

（
北
）

事
務
負
担
の
軽

減
と
ペ
ー
パ
ー
レ

前
年
同
期
実
績

を
割
れ
て
い
る
事

業
が
多
い
中
、
当
期
利
益
が

１
億
円
増
加
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

（
本
町
）

金
融
事
業
の
運

用
益
や
共
済
事
業

の
収
益
な
ど
の
増
加
に
加

え
、
管
理
費
が
減
少
し
た
た

㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
ハ

ウ
ス
が
管
理
す
る
物
件
の
入

居
率
で
す
。
当
社
は
元
付
け

業
者
で
、
２
年
に
一
度
の
更

新
手
続
時
に
更
新
手
数
料
と

し
て
年
間
２
５
０
０
万
円
前

後
の
収
入
を
見
込
み
ま
す
。

頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
客

付
け
は

件
の
取
り
扱
い
で

す
。

共
同
住
宅
な
ど

の
入
居
率
が
と
て

も
高
い
が
、
経
営
上
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。

(

本
所)

㈱
協
同
コ
ン
サ

ル
ト
は
だ
の
の
管

理
物
件
は
何
戸
で
、
上
半
期

に
客
付
け
し
た
件
数
は
何
件

あ
っ
た
の
か
。

（
本
町
）

８
月
末
時
点

で
、
２
０
６
５
戸

の
物
件
を
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
ア

メ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
依

主
な
活
動(

一
例)

◎
食
と
農
の
活
動

▽
ふ
る
さ
と
料
理
講
習
会(

手
打
ち
そ
ば


太
巻
き
ず
し
な
ど
）
▽
大
豆
栽
培
・
み
そ

造
り

◎
生
活
健
康
管
理
活
動

▽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
運
動
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
）
▽
健
康
教
室

◎
高
齢
者
福
祉
活
動

▽
お
茶
飲
み
交
流
会
▽
健
康
福
祉
大
会

◎
ふ
れ
あ
い
文
化
活
動

▽
ブ
ド
ウ
狩
り
▽
手
芸
教
室

☆
各
種
趣
味
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
(

コ

ー
ラ
ス
、
小
物
作
り
、
体
操
折
り
紙
な
ど)

☆
活
動
参
加
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま

る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
た
ま
っ

た
数
に
応
じ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が

も
ら
え
ま
す
。

☆
女
性
部
員
は
、
Ｊ
Ａ
ね
っ
と
注
文
の
一

部
購
買
品
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

◇

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福
祉
課
☎

－
７

６
６
１
ま
た
は
お
近
く
の
支
所･

支
店
ま
で


Ｊ
Ａ
は
だ
の
女
性
部
は
「
食
と
農
の
活
動
」
や

「
生
活
健
康
管
理
活
動
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
秦
野
市
在
住
の
女
性
は
、
ど
な

た
で
も
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
の
仲
間
を
つ
く
っ
て
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。
年
会
費
は
５
０
０
円
で
す
。

ＪＡはだの女性部 部員募集！ＪＡはだの女性部 部員募集！ 一緒に活動しませんか

組
織
教
育

組
織
教
育

声
か
け
合
い
座
談
会
に
出
席
を

㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の

㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の

管
理
物
件
は
２
０
６
５
戸

生
活
福
祉

生
活
福
祉

人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み
変
更

女性部員も多く受講する協同組合講座

企
画
企
画

Ｄ
Ｘ
で
業
務
を
効
率
化

多くの来場者でにぎわった「食と農のふれあいフェスタ」

協同組合講座受講者が出席した全国報徳サミット

ＪＡはだの秋の座談会報告号 第号 年(令和７年)月日（水曜日） （）
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